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山王の森に春の香り
下日枝神社となりにある光丘文庫。その裏手にある梅の花は、咲き始めが早く、早春の
日差しを受けて白い可憐な花を咲かせます。桜の開花も目前。春本番はもうすぐです。

	 2	 特集　今年はここに力を入れて予算を組みました
	 6	 市外にお住まいの方にふるさと納税をお知らせください
	11	 お花見に出かけよう	桜まつり開催



今年はここに力を 入れて予算を組みました
●お問い合わせ／ 市財政課財政係 ☎26-5780

◆新年度予算に関しては、本紙4月1日号折り込み「平成28年度 予算概要」を参照してください。
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ひとづくり・まちづくり総合交付金の
創設
各コミュニティ振興会や自治会が、地域に合った取り組
みができるように、新たな交付金制度を創設します。こ
れまで何度も市役所に出向かなければいけなかった申請
が一度にできるなど、手続きが簡単になります。
★予算額対前年度比 2,209万円増額

防犯灯の直轄管理と
LED化
自治会管理の防犯灯を市の管理とし、
LED照明への切り替えを平成29年度ま
でに実施。環境に配慮したまちづくり
を進め、電気代などの経費を節約します。
★新規事業 1,305万円

防災ラジオの
無償貸与
自治会長などへ防災ラジオを無償
貸与し、いざというときに地域で
情報収集できるように備えます。
★新規事業 648万円

東北公益文科大学生
定住を促進
奨学金返還支援制度を創設し、大学卒
業後の本市への定住を促進します。
★新規事業 540万円

光丘文庫の
資料保全と活用
老朽化した光丘文庫にある歴史的遺
産である蔵書を中町庁舎へ移し、後
世に伝えていきます。
★新規事業 1,211万円

酒田市斎場の改築
平成30年度の供用開始を目指し、老
朽化した同斎場の改築に着手します。
★事業費 4億9,346万円

拡充 新規

新規

新規

新規

酒田コミュニケーションポート
は人と人、情報、まちをつないで
いく場所。交流でにぎわう湊

みなと

町
さかたをイメージしているんだ
よ。新しいスタイルの図書館や
観光情報センター、広場やバス
の発着所などを整備するんだよ。

奨学金の返還

支援制度がある
と

心強いよね

工事
着手

酒田コミュニケーション
ポート（仮称）の整備
平成32年度の完成を目指し、酒田の顔である駅前周辺
の整備をします。今年度は酒田コミュニケーション
ポートの基本計画を作成します。★新規事業 888万円

新規

?
酒田コミュニケーション

ポートって何なのん?

何ができるのん？

酒田のまちも
人も大好きだのん。歴史も知りたいのん



今年はここに力を 入れて予算を組みました平成28年度が
スタート

3 酒田市広報 ［私の街さかた 2016.4.1］

保育園、幼稚園の保育料軽減策を拡充
これまで保育園や認定こども園では同時入所、幼稚園では小学3年生までの
きょうだいがいる世帯が軽減または無料化されていた保育料。今年度からは、保育園、幼
稚園のどちらも、きょうだいとして算定する年齢を小学6年生まで拡大し、より多くの世
帯が子育て支援策を受けることができるようにします。
★予算額対前年度比 1億5,334万円増額

国際経済交流の推進
日伊国交150周年事業としてイタリア
の首都ローマで開催される土門拳写真展をきっ
かけに、本市の日本酒や農産物をPR。文化や
食を通した国際的な経済交流を促進します。
★新規事業 3,680万円(平成27年度補正予算)

中町にぎわいプラザ（仮称）
の整備
平成29年度のオープンを目指し、中町の空きビル
に健康増進や市民交流のためのスペースなどを整
備し、運動による健康づくり事業を行います。健
康づくりとまちのにぎわいづくりを融合させた中
心市街地の活性化を図ります。
★事業費 4億8,008万円

教育支援員の増員
各小中学校に配置して
いる教育支援員を40人から60人に増
員。子ども一人一人によりきめ細やか
な対応ができるようにし、学習効果
を高めます。
★予算額対前年度比
　2,862万円増額

拡充

拡充

新規

工事
着手

そうだね。子どもたちの

ために大切なことは何か
、

子育てしやすい環境をど
う

したらつくれるのかいつ
も

考えているよ

新しいにぎわい
を

呼ぶように、

いろいろなこと
に

取り組むよ

子どもたちが
酒田ですくすく
育ってくれると
いいんだのん

今年も
酒田のPR
頑張るのん



私の街さ
かた。あの

日あの時
。

新入学児童の
交通安全を祈って

3/17

　酒田ライオンズクラブ（会長 西村公夫氏）より本市にランドセルカバー
800枚が寄贈されました。交通安全の願いが込もったランドセルカバーは、
今春に酒田市内の小学校および特別支援学校に入学する子どもたち全員に配
布されます。

　第22回酒田市土門拳文化賞授賞
式が土門拳記念館で行われました。
全国35都道府県、135人から寄せ
られた作品の中から、写真家の江
成常夫氏、大西みつぐ氏、藤森武
氏による選考の結果、芦田英次氏
の「『野生魂』最後の記録」が土
門拳文化賞を受賞しました。受賞
作品展は土門拳記念館で4月10日
㈰まで、6月14日㈫～27日㈪には、
新宿ニコンサロン（東京都）でそ
れぞれ行われます。

キャンドルに
思いを込めて3/11

　東日本大震災への追悼の思いを込めて、5年目の
キャンドルナイトがマリーン5清水屋隣接の特設会
場で行われ、多くの市民や関係者が集まりました。
黙とうと酒田マリーンジュニア合唱団による合唱の
後、メインキャンドルに火がともされました。

外航クルーズ船を
酒田港に3/21

　外航クルーズ船の誘致を目指し、ガー
デンパレスみずほで「酒田港外航クルー
ズシンポジウム」を開催しました。江島
国土交通大臣政務官、西川クルーズ船観
光振興議員連盟会長、県内選出国会議員、
吉村県知事が出席し、参加した約200人
は、クルーズ船を取り巻く情勢や魅力に
ついて、講演やパネルディスカッション
を通して知識を深めました。

教育環境の
充実のために3/23

　東北エプソン株式会社の内堀社長より、
本市の小学校児童の教育支援のためにベル
マーク点数証明書が寄贈されました。同
社からのベルマークの寄贈は今回で5回目。
市教育委員会では、寄贈されたベルマーク
で万歩計を購入し、市内小学校に貸し出し
て健康づくり・体力づくりに役立てます。

　丸山市長が会長を務める酒田地区農産物輸出推進協議会
は、国際女性デーにあわせて啓翁桜1,000本をロシアのサ
ンクトペテルブルクに輸出。国立植物園内で販売し、エル
ミタージュ美術館で献花式なども行いました。農産物の輸
出拡大に向けて今後も積極的に取り組みます。

土門拳文化賞授賞式3/9

啓翁桜がサンクトペテルブルクに
3/9
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包括的業務連携を
締結

3/1

　本市と株式会社日本政策金融公
庫による業務連携・協力に関する
覚書の署名式が行われました。「酒
田市地域産業支援基本方針」の趣
旨に賛同いただいた同公庫と包括
的業務連携を締結しました。

住民の安全を
3/1

　住民への防犯警戒広報をいち早
く行うため、酒田警察署と酒田市
防災行政無線運用に関する覚書を
締結しました。この覚書は、酒田
警察署から不審者などの情報提供
を受け、防災行政無線放送で外出
を控えることや戸締まりすること
などを広く呼びかけ、住民の安全
を確保するものです。

明日あなたが
できることは何？2/25

　コワーキングスペースU
ア ン ダ ー バ ー

NDERBARで
「第3回 市長と語ろう！若者交流会」が
行われました。今回のテーマは「産業振
興」。参加した若者たちと市長のトーク
は徐々に熱を帯び、自分たちに何ができ
るか語り合いました。 ローマで酒田市・山形県をPR2/29

　市民健康センターで酒田市・山形県国際経済交流推進協
議会設立総会が行われました。同協議会は、日本とイタリ
アの国交樹立150周年イベントの一環としてローマ市で開
催される、本市出身の写真家 土門拳氏の写真展に合わせ、
酒田市および山形県の日本酒・農林水産物のＰＲの実施お
よび観光交流の促進を目指して設立されたものです。
　土門拳氏の写真展は、5月下旬にローマ市のアラパチス
博物館で行われる予定です。

クロカンコースに
楽しいアトラクション3/4

　光ケ丘公園内のクロスカントリーコース脇に設置した「まつ
ぼっくり的当て」のお披露目会を行いました。
的当ては松陵小学校の3年生58人が、デザインからペンキ塗り
まで自分たちで作ったもです。

東日本大震災を忘れない3/6

　酒田市地域福祉センターで東日本大震災追悼の集いが開催され、本市に避難している方々と市民約
150人が参加。はじめに震災の犠牲者に黙とうをささげ、丸山市長の追悼のことばを矢口副市長が代
読した後、癒しのコンサートが行われました。

5 ズームアップ ［私の街さかた 2016.4.1］



市政ピックアップ
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問
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国
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年
金
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市
外
に
お
住
ま
い
の
方
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
納
税
者
が
自
分

の
意
思
で
、
税
金
の
一
部
を
生
ま
れ

育
っ
た
ま
ち
や
進
学
、
転
勤
な
ど
で
ゆ

か
り
の
あ
る
ま
ち
な
ど
に
寄
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
個
人
納
税
者

が
ふ
る
さ
と
納
税
し
た
金
額
を
確
定
申

告
す
る
と
、
金
額
に
応
じ
て
住
所
地
の

個
人
住
民
税
や
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　

酒
田
を
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
や
親
戚
、

友
人
、
知
人
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

ふ
る
さ
と
酒
田
へ
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
酒
田
便
を
お
送
り
し
ま
す

　

市
外
に
お
住
ま
い
で
、
１
万
円
以
上

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
に
本
市
の

特
産
品
を
送
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
酒
田
便
／
米
、
日
本
酒
、
漬

物
、
果
物
、
菓
子
類
、
工
芸
品
な
ど

◆
日
本
海
総
合
病
院
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ

Ｔ
検
査
や
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
る

コ
ー
ス
（
納
税
額
20
万
円
以
上
）
も
あ

り
ま
す
。

申
し
込
み
／
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら

直
接
申
し
込
む
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

国
内
に
住
む
全
て
の
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
収
入
の
な

い
学
生
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

申
請
日
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の

学
生
期
間
に
関
し
て
申
請
で
き
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
／
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の

前
年
の
所
得
ま
た
は
前
々
年
の
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
で
、大
学
（
大
学
院
）、

短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
、
一
部
の

海
外
大
学
日
本
分
校
（
夜
間
部
、
定
時

制
課
程
、
通
信
制
課
程
を
含
む
）
に
在

学
ま
た
は
在
籍
し
て
い
た
学
生

申
請
／
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の（
納
付
書
な
ど
）、学

生
証（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）ま
た
は

申
請
期
間
の
在
学
証
明
書
、卒
業
し
て

学
生
証
の
な
い
方
は
在
籍（
期
間
）証
明

書
、印
鑑（
本
人
自
署
の
場
合
は
押
印
不

要
）を
持
参
し
、市
役
所
１
階
国
保
年
金

課
国
民
年
金
係（
10
番
窓
口
）へ

か
ら
寄
付
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、〒
９
９
８
‐
８
５
４
０（
住
所
不
要
）

酒
田
市
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
へ 

6

２
６
‐
３
６
８
８ 

Ｅ
メ
ー
ルkoho@

city.sakata.lg.jp

納
税
方
法
／
郵
便
局
で
の
払
い
込
み
、

金
融
機
関
か
ら
の
振
り
込
み
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

◆
詳
し
く
は
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
会
社
を
退
職
し
て
学
生
に
な
っ
た
方

は
退
職
を
確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

◆
同
一
世
帯
の
方
が
代
理
で
申
請
す
る

場
合
は
、
代
理
の
方
の
本
人
確
認
書
類

が
必
要
で
す
。

◆
在
学
中
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

前
年
の
申
請
が
承
認
さ
れ
た
方
で
、
翌

年
も
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
場
合
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
形
式
の
申
請

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
同
制
度
で
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必

要
な
資
格
期
間
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▼

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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市政ピックアップ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
民
課
住
民
係

☎
２
６
‐
５
７
２
３

住
居
表
示
の

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
課
健
康
係 

☎
２
４
‐
５
７
３
３

酒
田
市
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

推
進
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ
／
中
央
図
書
館

☎
２
４
‐
２
９
９
６

第
２
次
酒
田
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

─

読
書
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
よ
う

─

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

市
民
相
談
室 

☎
２
６
‐
５
７
２
６

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

４
月
６
日
㈬
〜
15
日
㈮

　

住
居
表
示
実
施
地
区
に
建
物
を
新

築
・
改
築
し
た
場
合
は
、
住
所
を
決
め

る
た
め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
／
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）、
建

物
の
配
置
図
お
よ
び
平
面
図
を
市
役
所

１
階
市
民
課
へ

◆
建
物
の
外
壁
が
で
き
、
玄
関
か
ら
道

路
へ
の
出
入
口
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
り
次
第
、
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

◆
届
け
出
後
に
調
査
を
し
て
、
住
所
が

決
ま
る
ま
で
一
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

●
住
居
表
示
実
施
地
区

相
生
町
一
・
二
丁
目
、旭
新
町
、泉
町
（
一
部
）、

一
番
町
、
入
船
町
、
大
浜
一
・
二
丁
目
、
大

町
、
御
成
町
、
大
宮
町
三
・
四
丁
目
、
上
本

町
、
亀
ケ
崎
一
〜
七
丁
目
、
北
今
町
、
北
里

町
、
北
新
町
一
・
二
丁
目
、
北
千
日
町
、
北

浜
町
、
寿
町
、
古
湊
町
、
幸
町
一
・
二
丁
目
、

栄
町
、
山
居
町
一
・
二
丁
目
、
末
広
町
、
住

吉
町
、
千
石
町
一
・
二
丁
目
、
千
日
町
、
高

砂
一
〜
四
丁
目
、
中
央
西
町
、
中
央
東
町
、

堤
町
、
東
栄
町
、
中
町
一
〜
三
丁
目
、
新
井

田
町
、
西
野
町
、
二
番
町
、
浜
田
一
・
二
丁

目
、
浜
松
町
、
光
ケ
丘
一
〜
五
丁
目
、
東
中

の
口
町
、
日
吉
町
一
・
二
丁
目
、
船
場
町
一
・

二
丁
目
、
本
町
一
〜
三
丁
目
、
松
美
町
、
緑
町
、

南
新
町
一
・
二
丁
目
、
南
千
日
町
、
宮
野
浦

一
〜
三
丁
目
、
若
竹
町
一
・
二
丁
目
、
若
浜
町
、

若
宮
町
一
・
二
丁
目
、
若
原
町

　

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
同
条
例

に
は
、
口
腔
衛
生
に
向
け
た
基
本
理
念

や
、
市
民
、
医
療
関
係
者
、
市
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

︻
基
本
理
念
︼

１ 

市
民
一
人
一
人
が
、
生
涯
に
わ
た
り

日
常
生
活
に
お
い
て
歯
科
疾
患
の
予
防
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
歯

科
疾
患
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
を
受
け

る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と

２ 

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
に
お
け
る
口
腔
の
状
態
お
よ
び
歯

科
疾
患
の
特
性
に
応
じ
て
、
適
切
か
つ
効

果
的
な
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と

３ 

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
労
働
衛
生
、

教
育
そ
の
他
の
関
連
す
る
分
野
で
連
携
を

図
り
つ
つ
、
市
民
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と

　

春
は
、
交
通

ル
ー
ル
に
不
慣

れ
な
新
入
学
児

童
・
園
児
の
通

学
・
通
園
が
始

ま
る
時
期
で
す
。

歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
の
行

動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事

故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

●
運
動
の
重
点

１ 
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２ 

道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止
（
横
断
歩
行
者
保
護
意

識
の
徹
底
）

３ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
安
全
利
用
５
則
／
①
自
転
車
は

車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外 
②
車
道

は
左
側
を
通
行 

③
歩
道
は
歩
行
者
優

先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行 

④
安
全
ル
ー

ル
を
守
る
（
飲
酒
運
転
・
並
進
の
禁
止
、

夜
間
ラ
イ
ト
点
灯
な
ど
） 

⑤
子
ど
も
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

４ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

５ 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

平
成
28
年
度
〜
32
年
度
を
計
画
期
間

と
す
る
第
２
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
で
は
幼
少
期
に
身
に
付
け
た

読
書
習
慣
を
生
涯
に
わ
た
り
継
続
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
、
次
の
こ
と
を
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

◎
市
民
の
役
割

　

歯
科
疾
患
の
予
防
や
治

療
、
相
談
、
定
期
健
康
診

断
な
ど
、
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
に
関
し
て
の
日

常
的
な
ケ
ア
を
行
う
た
め
、

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

●
読
書
手
帳
を
活
用
し
よ
う

　

自
分
の
読
書
活
動
の
振
り
返

り
や
今
後
の
読
書
計
画
に
役
立

て
て
も
ら
う
よ
う
に
、
読
書
手

帳
を
作
成
し
、
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
に
配
布
し
ま
す
。

◆
本
年
度
は
、
３
か
月
児
、
３
歳

〜
５
歳
児
、
小
学
生
が
対
象
で
す
。

●
家う

ち

読ど
く

を
は
じ
め
よ
う

　

家
読
と
は
「
家
族
ふ
れ
あ
い

読
書
」
の
こ
と
。
読
書
を
き
っ

か
け
に
広
が
る
家
族
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

子
ど
も
が
本
に
出
会
い
、
本
に

親
し
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
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市政ピックアップ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
１

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
３

障
が
い
の
あ
る
方
が
利
用
で
き
る

各
種
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

●
ほ
っ
と
ふ
く
し
券
事
業

︻
一
般
券
︼

対
象
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
市

民
税
非
課
税
の
方
ま
た
は
世
帯
の
市
民

税
所
得
割
額
１
万
円
未
満
の
方
▼
利
用

内
容
／
・
福
祉
乗
合
バ
ス
回
数
券
購
入
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
使
用
料 
・
タ
ク

シ
ー
運
賃 

・
配
食
サ
ー
ビ
ス 
・
有
償

ヘ
ル
パ
ー 

・
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
な
ど

の
購
入 

・
定
期
航
路
運
賃

︻
在
宅
紙
お
む
つ
専
用
券
︼

対
象
／
要
介
護
１
以
上
の
市
民
税
非
課

税
の
方
で
介
護
認
定
審
査
資
料
に
よ
り

常
時
失
禁
状
態
と
認
め
ら
れ
る
方

︻
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
車
専
用
券
︼

対
象
／
座
位
保
持
が
困
難
な
要
介
護
４

ま
た
は
５
の
市
民
税
非
課
税
の
方

︻
訪
問
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
専
用
券
︼

対
象
／
要
介
護
１
以
上
で
市
民
税
非
課

税
の
方

︻
寝
具
洗
濯
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス
専
用
券
︼

対
象
／
高
齢
者
世
帯
で
要
支
援
１
以
上

の
市
民
税
非
課
税
の
方

︻
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
利
用
助
成
券
︼

対
象
／
昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
▼
内
容
／
１
回
当
た
り
１
千

円
×
６
回
分
（
10
月
以
降
の
申
請
は
３

︻
障
が
い
者
ほ
っ
と
ふ
く
し
サ
ー
ビ
ス

事
業
︼

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
▼

内
容
／
タ
ク
シ
ー
運
賃
、
紙
お
む
つ
な

ど
の
購
入
、
福
祉
乗
合
バ
ス
の
回
数
券
、

福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
使
用
料
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
定
期
航
路
旅
客
運
賃
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
有
償
ヘ
ル
パ
ー

サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
入
浴
▼
交
付
金
額
／

年
間
９
千
円

◆
ほ
っ
と
ふ
く
し
事
業
の
一
般
券
と
の

重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。

︻
人
工
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業
︼

対
象
／
じ
ん
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、
本

人
お
よ
び
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非
課

税
の
方
▼
助
成
内
容
／
人
工
透
析
療
法

を
受
け
る
た
め
に
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
い
る
方
に
交
通
費
を
助
成
▼
助

成
額
／[

往
復
15
キ
ロ
㍍
未
満]

月
額
１

千
５
０
０
円 [

往
復
15
キ
ロ
㍍
以
上
30

キ
ロ
㍍
未
満]

月
額
２
千
円 [

往
復
30

キ
ロ
㍍
以
上]
月
額
３
千
円

︻
重
度
障
が
い
者
紙
お
む
つ
支
給
事
業
︼

対
象
／
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳

回
分
）

●
や
さ
し
い
生
活
支
援
事
業

　
購
入
・
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
満
65
歳
以
上
の
方
（
対
象
品
目

ご
と
要
件
あ
り
）
▼
対
象
品
目
／
・
手

す
り 

・
和
式
か
ら
洋
式
へ
の
交
換
に

係
る
便
器
代 

・
シ
ル
バ
ー
カ
ー 

・
つ

え 

・
入
浴
補
助
用
具 

・
電
動
自
転
車  

・
玄
関
ス
テ
ッ
プ
▼
助
成
金
額
／
購
入

費
用
な
ど
の
２
分
の
１
（
電
動
自
転
車

は
３
分
の
１
）
で
上
限
あ
り

●
軽
度
生
活
援
助
事
業

対
象
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
方
で
疾
病
や
虚
弱
な
ど

の
理
由
で
日
常
生
活
に
援
助
が
必
要
な

方
▼
内
容
／
掃
除
、
ご
み
出
し
、
灯
油

詰
め
、
買
い
物
、
除
雪

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

対
象
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
方
で
突
発
的
な
持
病
が

あ
る
方
な
ど
▼
内
容
／
緊
急
通
報
の
機

器
を
貸
与

◆
所
得
税
納
税
世
帯
は
自
己
負
担
あ
り
。

１
級
・
２
級
、
ま
た
療
育
手
帳
を
所
持

し
、
在
宅
で
１
か
月
以
上
に
わ
た
り
昼

夜
を
問
わ
ず
紙
お
む
つ
を
使
用
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
方
▼
内
容
／
所
得
税
非
課
税
世
帯

は
月
額
８
千
円
相
当
、
所
得
税
課
税
世

帯
は
月
額
６
千
円
相
当
の
紙
お
む
つ
を

支
給

︻
在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
事
業
︼

対
象
／
呼
吸
器
機
能
障
害
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
（
１
級
お
よ
び
２
級
を
除

く
）
を
所
持
し
て
い
る
方
で
、
医
師
の

指
示
に
よ
り
在
宅
酸
素
療
法
を
行
っ
て

い
る
方
▼
内
容
／
同
療
法
に
係
る
酸
素

濃
縮
器
使
用
の
た
め
の
電
気
料
金
を
助

成
▼
助
成
額
／
月
額
１
千
６
０
０
円

◆
そ
の
他
制
度
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
障
が
い
者
制
度
の
あ

ら
ま
し
を
記
載
し
た「
ほ
ほ
え
み
の
街
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ほ
ほ
え
み
の
街
は
市
役
所
２
階
福
祉

課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ほほえみの街 検索
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市政ピックアップ

●お問い合わせ／【障がいのある子どもがいる家庭】市福祉課障がい福祉係 ☎26‐5733、各総合支所地域振興課健康福祉係
 【ひとり親家庭】市子育て支援課家庭支援係 ☎26‐5734、各総合支所地域振興課健康福祉係

児童の健全な育成や福祉の増進などのために各種手当などの制度を利用してください

●お問い合わせ／市環境衛生課環境保全係 ☎31‐0933
平成28年度 狂犬病予防集合注射と登録（4月の予定）

障がいのある子どもがいる家庭
【特別児童扶養手当】支給対象／身体または知的精神に
中度以上の障がいのある20歳未満の児童の養育者

【心身障がい児養育手当】支給対象／身体または知的に
障がい（身体障害者手帳または療育手帳）のある20歳未
満の児童の養育者

【障害児福祉手当】支給対象／身体障害者手帳1級、療育
手帳Ａまたは精神障がいで同程度の障がいがあり、常時
介護を必要とする20歳未満の方

【障がい児補装具費支給事業】対象／身体障害者手帳の
交付を受けている児童の養育者 ▼種目／補聴器、義手・
義足、車いす、座位保持装置など

【障がい児日常生活用具給付事業】対象／身体障害者手
帳の交付を受けている児童の養育者 ▼種目／頭部保護
帽、電気式たん吸引器、ネブライザー(吸入器）など

【小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業】
対象／小児慢性特定疾患治療研究事業受給者証の交付
を受けている18歳未満の児童（障がい児補装具費支給事
業、障がい児日常生活用具給付事業の対象となってい
る児童を除く）の養育者 ▼種目／クールベスト、紫外線

　犬を飼う場合は、登録と年1回の予防注射が義務付
けられています。現在登録されている飼い犬の飼い
主には、案内はがきを郵送します。登録を行う場合は、
注射料のほか登録料と印鑑が必要です。

期　日 時　間 場　所

八
幡
地
域

4／7㈭

10：00～10：15 日向コミュニティセンター

10：25～10：35 升田公民館

10：50～11：00 青沢克雪管理センター

11：15～11：30 大沢コミュニティセンター

13：20～14：00 一條コミュニティセンター

14：15～14：50
旧八幡中央公民館跡地

4／10㈰ 13：30～14：30

松
山
地
域

4／8㈮

　9：00～　9：15 南部コミュニティセンター

　9：30～10：10 松嶺コミュニティセンター

10：30～11：00 内郷コミュニティセンター

4／10㈰
13：30～14：00 松嶺コミュニティセンター

14：10～14：25 山寺コミュニティセンター

期　日 時　間 場　所

平
田
地
域

4／8㈮
　9：00～　9：40 平田農村環境改善センター

10：00～10：40
ひらた生涯学習センター

4／10㈰
13：30～14：10

14：30～15：10 平田農村環境改善センター

酒
田
地
域

4／11㈪

　9：20～　9：50 南遊佐コミュニティセンター

10：10～10：40 本楯コミュニティセンター

11：00～11：30 上田コミュニティ防災センター

13：30～14：00 広野コミュニティセンター

14：20～14：50 新堀コミュニティ防災センター

4／12㈫

　9：20～　9：50 東平田コミュニティ防災センター

10：10～10：40 北平田コミュニティセンター

11：00～11：30 中平田コミュニティセンター

期　日 時　間 場　所

酒
田
地
域

4／12㈫ 13：30～14：30 宮野浦学区コミュニティ防災センター

4／13㈬

　9：20～　9：50 浜中コミュニティセンター

10：10～10：40 黒森コミュニティセンター

11：00～11：30 十坂コミュニティセンター

13：30～14：00 市民健康センター

4／14㈭
10：00～10：30 庄内バイオ研修センター

13：30～14：30 東禅寺コミュニティ防災センター

4／15㈮

　9：30～10：30 光ケ丘陸上競技場前

13：30～14：00 西荒瀬コミュニティ防災センター

14：20～14：50 泉学区コミュニティ防災センター

4／16㈯
13：30～14：30 酒田農業技術普及課（若浜コミセン東隣）4／17㈰

　各制度には所得制限や申請に必要な書類などがあります。詳しい内容や申請方法、各手当支給額、負担額など
は、事前に問い合わせてください。

カットクリーム、パルスオキシメーターなど
【軽度・中等度難聴児補聴器購入支援事業】
対象／身体障害者手帳の対象とならない、18歳未満の軽
度・中等度の難聴児の養育者 ▼種目／補聴器耳掛け型
（軽度・中等度用）、耳あな型（既製品、オーダーメード、ポ
ケット型など）

ひとり親家庭
【児童扶養手当】対象／児童（18歳になった年度末まで。
障がい児は20歳未満）を養育しているひとり親家庭など
の方 ▼支給月額／養育している児童の数、申請者・同居
家族の所得などで決定

【ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金】対象／就労に
必要な資格取得のための講座などを受講するひとり親
家庭の父または母など（子どもを除く） ▼給付金額／受
講料の20㌫

【ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金】対象／看護師、
介護福祉士、保育士などの資格取得のために専門学校
などに2年以上通学するひとり親家庭の父または母など
（子どもを除く） ▼給付金額（月額）／市民税非課税世帯 
100,000円、市民税課税世帯 70,500円

持ち物／案内はがき
料金／注射料3,200円、登録料(未登録犬）3,000円
◆お釣りのないようにお願いします。
◆予防注射はどこの会場でも受けられます。
◆新規登録・予防注射は、各動物病院でも行っています。
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●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
予
防
課 

☎
６
１
‐
７
１
１
３

春
の
火
災
予
防
運
動

─
４
月
９
日
㈯
〜
22
日
㈮

─

「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ
」

（
全
国
統
一
標
語
）

●
お
問
い
合
わ
せ
／
希
望
ホ
ー
ル

☎
２
６
‐
５
４
５
０

希
望
ホ
ー
ル
自
主
事
業

松
竹
大
歌
舞
伎

●
お
問
い
合
わ
せ
／
希
望
ホ
ー
ル

☎
２
６
‐
５
４
５
０

希
望
ホ
ー
ル
自
主
事
業

Ｓエ

ス

ジ

ン

ク

‐Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｕ
ダ
ン
ス
参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
13
日
㈬
午
後
６
時
開
演

（
５
時
開
場
）

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

演
目
／
歌
舞
伎
の
見
方
、
鳴な
る

神が
み

、
文
売

り
、
三
社
祭

出
演
／
中
村
時
蔵
、
尾
上
松
緑
、
坂
東

亀
寿
、
中
村
梅
枝
、
中
村
萬
太
郎
ほ
か

料
金
／（
全
席
指
定
）︻
Ｓ
Ｓ
席
︵
プ
ロ

グ
ラ
ム
付
き
︶︼
９
千
円
︻
Ｓ
Ｓ
席
︼

８
千
円
︻
Ｓ
席
︼
７
千
５
０
０
円
︻
Ａ

席
︼
一
般
６
千
円
、
大
学
生
以
下
３
千

円
︻
Ｂ
席
︼
一
般
３
千
円
、
大
学
生
以

下
１
千
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
／
４
月
９
日
㈯
午
前
10

時
〜
（
初
日
の
み
一
人
４
枚
ま
で
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
希
望
ホ
ー
ル
、
マ

リ
ー
ン
５
清
水
屋
、
み
ず
ほ
八
文
字

屋
、八
文
字
屋
エ
ビ
ス
ヤ
店
（
鶴
岡
市
）、

響
ホ
ー
ル
（
庄
内
町
）、
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｃ

ｉ
ｔ
ｙ
と
み
や
（
庄
内
町
）、
チ
ケ
ッ

ト
Ｗ
ｅ
ｂ
松
竹

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火 

命
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

︻
３
つ
の
習
慣
︼

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

︻
４
つ
の
対
策
︼

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
や
衣
類
、カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る

●
放
火
を
防
ぐ
た
め
に

　

全
国
で
、
火
災
の
原
因
の
１
位
を
占

め
る
「
放
火
」。
管
内
で
も
毎
年
発
生

し
て
い
る
「
放
火
」
に
よ
る
火
災
。

　

個
人
、
地
域
が
協
力
し
、
放
火
さ
れ

な
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

プ
ロ
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン

サ
ー
と
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
左
表
の
通
り

対
象
／
小
学
生
以
上

定
員
／
先
着
30
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家 

田
畑
真
希
氏

費
用
／
３
千
円
（
指
導
料
。
保
険
料
、

衣
装
代
な
ど
は
別
途
負
担
）

申
し
込
み
／
４
月
23
日
㈯
ま
で
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
希
望
ホ
ー

ル
へ
直
接

◆
申
込
用
紙
は
同
ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。

◆
就
学
前
児
童
入
場
不
可
。
当
日
は
託

児
を
行
い
ま
す
の
で
、
６
月
18
日
㈯
ま

で
同
ホ
ー
ル
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
幕
見
券
販
売
し
ま
す
（
枚
数
限
定
）。

◆
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
同
ホ
ー

ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【練習などの日程（予定）】

期日 時間

説明会、
練習 5／21㈯ 18：00～21：00

練習

5／22㈰ 10：00～12：00

6／18㈯ 18：30～20：30

6／19㈰ 10：00～12：00

8／4㈭ 18：30～20：30

8／5㈮ 17：00～19：00

S-JINKU
本番 8／5㈮ 未定

●お問い合わせ／市環境衛生課管理係 ☎31‐0933災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。
1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度 単位：ベクレル／リットル 空間放射線量率　 単位：マイクロシーベルト／時間

※1 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラウンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点

⑵空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

3／9
地下水上流 不検出 不検出 不検出

（セシウム134濃度÷60）＋
（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

測定地点（高さ1㍍） 3／2 3／16 基準値※1

大平公会堂 0.03 0.04 0.19以下

測定地点（高さ1㍍） 2／22 2／29 3／7 3／14 基準値※1

敷地境界(4地点) 0.02～0.03 0.04～0.05 0.03～0.04 0.03～0.04
0.19以下

バックグラウンド※2 0.03 0.05 0.05 0.05

2．最終処分場周辺地域における測定結果

10



市政ピックアップ

入園・入学おめでとだのん

●お問い合わせ／市政策推進課移住相談総合窓口 ☎26‐5768
移住・定住される皆さんへ－住まいについての助成制度を利用してください－

●お問い合わせ／市観光振興課観光交流係 ☎26-5759
お花見に出かけよう 桜まつり開催

●酒田市空き家改修費補助金
　事業着手前に申請してください。
対象となる空き家／市内に所在するもの
対象者／自ら5年以上居住する目的で空き家を賃借
または無償で使用する方で、次の①または②に該当
し、かつ③～⑥全てに該当する方
①平成27年4月1日以降に庄内地域以外の市区町村か
ら本市に転入し、転入前の3年間、同地域の市町に住
民登録していない方 ②改修事業後、庄内地域以外の
市区町村から本市に転入する予定の方で、転入前の3
年間、同地域の市町に住民登録していない方 ③空き
家の所有者と賃貸借契約を締結している ④空き家
改修に関して所有者の同意がある ⑤空き家の所有
者が2親等以内の親族でない ⑥補助対象の空き家に
現在居住または実績報告までに居住する
対象事業／・水回りの改修 ・内外装、屋根などの改
修 ・家財道具の運搬および廃棄 ・屋内外の清掃
補助額／対象事業経費の2分の1（上限50万円）
●酒田市移住定住者住宅取得費補助金
　平成28年4月1日以降に工事請負契約または売買契
約を締結し、平成29年3月31日までに住宅取得して居
住の上、実績報告書類の提出ができる場合が補助対
象です（平成27年4月1日以降に工事請負契約または
売買契約を締結し、平成28年4月1日以降に住宅が完
成する場合を含む）。

酒田日和山桜まつり
期間／4月8日㈮～18日㈪ ▼駐車場／日和山公園第
1～第3駐車場、酒田港本港東ふ頭駐車場 ▼内容／
千石船と桜のライトアップ、ぼんぼり点灯(午後6
時30分～9時30分)、露店出店
同時開催イベント
　費用は無料で、雨天時は中止します。
●消防音楽隊コンサート
日時／4月16日㈯午後1時30分～ ▼場所／日和山公園
●北前太鼓演奏会
日時／4月17日㈰午後1時30分～ ▼場所／日和山公園
●山王森の緑を育てる会 創立40周年記念野だて

対象となる住宅／一戸建て、マンション、建て売り、
併用住宅（居住部分50㌫以上）
対象者／自ら居住する目的で中心市街地（義務教育
終了前の子などを養育する場合は市内全域）に新築
または中古住宅などを購入する方で、次の①または
②に該当し、かつ③～⑤全てに該当する方
①平成25年4月1日以降に庄内地域以外の市区町村か
ら本市に転入し、同地域への転入前3年間、同地域の
市町に住民登録されていない方 ②住宅取得後、庄内
地域以外の市区町村から本市に住民登録する予定の
方で、転入前の3年間、同地域の市町に住民登録され
ていない方 ③工事請負契約または売買契約の相手
方が2親等以内の親族でない ④補助対象の住宅に実
績報告までに居住する ⑤補助対象の住宅を実績報
告まで登記簿へ登録する
対象経費／・新築住宅建築 ・購入費 ・中古住宅購
入費 ・土地取得費(住宅購入に合わせて行うものに
限る)
補助額／対象事業経費の10分の1（上限100万円）
【両補助金共通】
交付時期／実績報告書提出後
受け付け／4月11日㈪～市役所4階政策推進課へ（申
請額が予算額に達した時点で終了）
◆他の補助制度を重複利用する場合は、補助対象外
となることがあります。必要な書類など詳しくは同
窓口に問い合わせてください。

日時／4月29日㈷午前10時～午後2時 ▼場所／下日
枝神社境内
問（一社）酒田観光物産協会 ☎24‐2233
舞鶴公園桜まつり
期間／4月8日㈮～5月6日㈮ ▼場所／舞鶴公園、八
森自然公園、八森温泉ゆりんこ近くの桜並木 ▼駐
車場／舞鶴公園駐車場 ▼内容／舞鶴公園桜のライ
トアップ、ぼんぼり点灯（午後6時30分～9時30分）
◆ライトアップは桜開花期間後に行います。
問八幡総合支所建設産業課 ☎64‐3115
◆いずれの公園も園内での火器の使用は禁止です。
◆ごみの持ち帰りにご協力ください。

11 市政ピックアップ ［私の街さかた 2016.4.1］
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特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

４
月
11
日
㈪
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐

５
７
３
３

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
（
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
）へ
の
登
録

　

対
象
と
な
る
方
で
登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
内
容

に
変
更
が
無
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
／
在
宅
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
で
災
害
時
の
避
難
に
支
援
が
必
要
な

方
▼
申
し
込
み
／
４
月
30
日
㈯
ま
で
所

属
す
る
自
治
会
へ（
随
時
申
し
込
み
可
）

◆
所
属
す
る
自
治
会
で
登
録
を
行
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
市
福
祉
課
地
域
福
祉

係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
登
録
す
る
際
は
、
関
係
機
関
へ
の
登

録
内
容
の
提
供
に
同
意
が
必
要
で
す
。 

◆
災
害
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
支

援
者
が
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
災
害
時
の
避
難
支
援
に
は
、
地
域
内

で
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５

７
３
１

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
額
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
各
手
当
額
は
、

昨
年
度
の
物
価
変
動
率
と
特
例
水
準
の

段
階
的
な
解
消
に
よ
り
、
次
の
通
り
変

わ
り
ま
す
。　

問
①
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係　

☎
２
６
‐
５
７
３
４ 

②
〜
⑥
市
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
３

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

４
月
８
日
㈮
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６
‐
５
７
３
４

救
急
安
心
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

対
象
／
①
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
（
日
中
一
人
に
な
る
時
間

が
長
い
な
ど
実
質
的
に
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
含
む
） 

②
高
齢
者
や
障
が
い

者
だ
け
の
世
帯 

③
18
歳
未
満
の
子
ど

も
と
親
の
ひ
と
り
親
世
帯
▼
内
容
／
救

急
安
心
カ
ー
ド
、
ス
テ
ッ
カ
ー
３
枚
、

収
納
容
器
▼
申
し
込
み
／
自
治
会
ま
た

は
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係
へ
直
接

◆
①
〜
③
に
該
当
し
な
い
方
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
カ
ー
ド
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
す
で
に
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
、

カ
ー
ド
の
記
載
内
容
を
修
正
す
る
必
要

が
あ
る
方
に
も
配
布
し
ま
す
。

◆
自
治
会
組
織
が
な
い
地
区
の
方
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急
安
心
カ
ー
ド
っ
て
？

　

か
か
り
つ
け
医
や
緊
急
時
の
連
絡
先

を
記
入
し
た
カ
ー
ド
で
す
。
専
用
容
器

に
入
れ
て
自
宅
の
冷
蔵
庫
で
保
管
し
、

緊
急
時
に
活
用
し

ま
す
。 

問
市
福
祉
課
地
域

福
祉
係 

☎
２
６
‐

５
７
３
１

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

【
普
通
徴
収
】
４
月
〜
６
月
分
の
保
険

料
は
、
４
月
中
旬
に
通
知
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
７
月
〜
平
成
29
年
３
月
分

の
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
が
確
定
し

た
後
、
年
間
保
険
料
を
再
計
算
し
て
７

月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
納
付
書
で
納
付
す
る
場
合
は
、
金
融

機
関
の
ほ
か
、
郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】
４
月
期
・
６
月
期
・
８

月
期
の
各
保
険
料
は
、
２
月
期
と
同
額

に
な
り
ま
す
。
10
月
期
・
12
月
期
・
平

成
29
年
２
月
期
の
保
険
料
は
、
前
年
の

所
得
が
確
定
し
た
後
、
年
間
保
険
料
を

再
計
算
し
て
７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し

ま
す

問
市
介
護
保
険
課
事
業
管
理
係 

☎
２

６
‐
５
３
６
３

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
の

課
税
状
況
の
縦
覧

日
時
／
４
月
１
日
㈮
〜
６
月
１
日
㈬
の

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
▼

場
所
／
市
役
所
２
階
税
務
課
▼
対
象

／
【
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
】
本
市
に
固
定
資
産
税

を
納
め
て
い
る
方 

【
固
定
資
産
課
税
台

帳
】納
税
義
務
者
本
人
、土
地
や
ア
パ
ー

ト
な
ど
を
借
り
て
い
る
借
地
人
・
借
家

人（
賃
貸
契
約
書
な
ど
の
提
示
が
必
要
）

▼
費
用
／
無
料
（
納
税
義
務
者
本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
人
以
外
に
よ
る
閲
覧
は

有
料
）

◆
閲
覧
に
は
運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示

平成28年3月分まで
（月額）

平成28年4月分から
（月額）

①児童扶養手当 42,000円 42,330円(＋330円)

②特別児童扶養手当
　1級 51,100円 51,500円（＋400円）

③特別児童扶養手当
　2級 34,030円 34,300円（＋270円）

④特別障害者手当 26,620円 26,830円（＋210円）

⑤障害児福祉手当 14,480円 14,600円（＋120円）

⑥福祉手当
　（経過措置分） 14,480円 14,600円（＋120円）
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市
有
地
の
売
却

売
却
物
件
／
旧
消
防
松
山
分
署
敷
地
▼

入
札
日
時
／
４
月
20
日
㈬
午
前
９
時
〜

▼
場
所
／
市
役
所
▼
売
却
方
法
／
一
般

競
争
入
札
（
要
事
前
参
加
申
し
込
み
）

▼
申
し
込
み
／
４
月
１
日
㈮
〜
13
日
㈬

の
平
日
に
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
市
役
所
５
階
管
財
課
管
財

係
へ

【
物
件
情
報
】
所
在
地
／
字
山
田
24
番

４
▼
地
目
／
宅
地
▼
用
途
地
域
／
都
市

計
画
外
▼
実
測
面
積
／
５
７
３
・
10
平

方
㍍
▼
予
定
価
格
（
最
低
入
札
価
格
）

／
７
３
９
万
円

◆
入
札
案
内
書
は
市
役
所
５
階
管
財
課

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

が
必
要
で
す
。
代
理
人
に
よ
る
閲
覧
は

本
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係 

☎
２
６
‐

５
７
１
５
〜
５
７
１
７

結
婚・誕
生
お
祝
い
記
念
樹
贈
呈

　

平
成
27
年
９
月
〜
今
年
３
月
ま
で
に

婚
姻
届
、
出
生
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
、

記
念
樹
引
換
券
を
お
持
ち
の
方
へ
記
念

樹
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
▼
場
所
／
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
▼
持
ち
物
／
記
念
樹
引
換

券◆
１
階
東
側
入
口
で
、
警
備
員
に
記
念

樹
の
受
け
取
り
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
戸
籍
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
４

問
市
管
財
課
管
財
係 

☎
２
６‐５
７
０
９

光
ケ
丘
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
時
間
変
更
】
４
月
16
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
６
時 【
休
館
】
４
月
17
日
㈰

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３
‐
０
１
７
０

酒
田
産
農
林
水
産
物
を
用
い
た

加
工
品
開
発
の
取
り
組
み
に
補
助

【
①
６
次
産
業
化
促
進
事
業
】
対
象
／

生
産
し
て
い
る
農
産
物
を
用
い
た
加
工

品
の
開
発
、
Ｐ
Ｒ
ま
た
は
販
売
ま
で
の

取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
市
内
の
３

戸
以
上
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団

体
な
ど
▼
補
助
金
額
／
商
品
開
発
な
ど

に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上

限
50
万
円

【
②
農
商
工
連
携
推
進
事
業
】
対
象
／

酒
田
産
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
商
品

開
発
な
ど
を
実
施
し
、
同
農
林
水
産
物

の
使
用
量
を
３
年
後
に
30
㌫
以
上
増
加

さ
せ
る
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
市

内
に
本
社
、
支
社
、
営
業
所
な
ど
を
置

く
法
人
、
団
体
な
ど
▼
補
助
金
額
／
商

品
開
発
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の

１
以
内
で
上
限
１
０
０
万
円

【
①
②
共
通
】
補
助
対
象
／
商
品
開
発

費
、
販
売
促
進
活
動
費
、
施
設
整
備
費

な
ど
▼
申
し
込
み
／【
一
次
締
め
切
り
】

４
月
28
日
㈭
ま
で
市
農
政
課
総
合
農
政

係
へ 

☎
２
６
‐
５
７
９
２
（
以
降
、
予

算
の
範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
）

道
路・河
川・公
園
な
ど
の

美
化
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の

美
化
活
動
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援
し

ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り
き
れ
い
で

快
適
に
す
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

事業名 対象 支援内容 申し込み

①マイロード
サポート事業

県が管理する道路の清掃、除草（人力）、
草刈り（機械）、樹木剪

せ ん

定、機械歩道除雪
などのうち、1項目以上を行う団体

活動内容に応じて
一定額を支払い

①②4月22日㈮（予定）まで 
③4月28日㈭（予定）までに
市土木課調整係へ ☎26‐
5467

②河川除草事業 県が管理する河川の堤防のり面の草刈
りを行う団体

③ふるさとの川
愛護活動支援事業

県が管理する河川や海岸区域の清掃、
除草、花の植栽などの活動で、活動延長
200㍍以上実施する団体

④酒田市緑化・美
化ボランティア支
援制度

市内の道路、公園、河川などの公共的区
域の清掃、草刈り、除草、花の植栽など
を行う団体または個人

活動に関すること
全般（資材提供、ご
み収集、ボランティ
ア保険加入など）

【登録】市まちづくり推進
課地域づくり係 ☎26‐5725
【保険、資材】市土木課公園
緑地係 ☎26‐5745
【ごみ収集】市環境衛生課
管理係 ☎31‐0933

問市観光振興課観光交流係 ☎26‐5759
　今年の酒田まつりは、5月19日㈭宵祭り、
20日㈮本祭り、21日㈯裏祭りです。
●山車などの製作に助成します
対象／酒田まつりに5年継続して参加でき
る市内の団体 ▼助成内容／山車、山車小屋
の製作費 ▼助成金額／経費の2分の1以内
で上限50万円（予算の範囲内で受け付け）

▼申し込み／4月20日㈬まで同係へ
●仔

こ

獅子の引き手募集
日時／5月20日㈮午後1時～ ▼対象／小学
生以下 ▼定員／先着80人 ▼申し込み／4月
4日㈪～15日㈮まで同係へ
◆学校や子ども
会 以 外 の 参 加
は保護者同伴。
はっぴは用意し
ます。

みんなで参加しよう酒田まつり
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地
元
管
理
道
路（
市
道
以
外
）の

側
溝
整
備
に
助
成

対
象
／
自
治
会
な
ど
が
行
う
側
溝
整
備

▼
助
成
内
容
／
生
活
環
境
の
向
上
を
目

的
と
し
た
市
道
以
外
の
地
元
管
理
道
路

の
側
溝
整
備
に
係
る
工
事
費
▼
助
成
金

額
／
工
事
費
の
３
分
の
２
以
内
▼
申
し

込
み
／
市
土
木
課
事
業
係
へ 

☎
２
６‐５

７
４
２
（
予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
）

公
園
や
緑
地
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
快
適
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
他
の
利
用
者
や
近
隣
に
迷
惑
な
遊
び

や
行
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
公
園
や

緑
地
に
は
入
れ
ま
せ
ん

・
指
定
さ
れ
た
公
園
以
外
で
は
、
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
ゴ
ル
フ
の
練
習
は
で
き
ま
せ
ん

・
公
園
駐
車
場
以
外
へ
の
自
動
車
、
バ

イ
ク
の
乗
り
入
れ
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
遊
具
と
遊
び
場
を
大
切
に
、
仲
良
く

安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

・
子
ど
も
の
年
齢
や
遊
び
方
に
応
じ
て
、

保
護
者
が
見
守
り
ま
し
ょ
う

・
汚
さ
ず
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

問
市
土
木
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６
‐
５

７
４
５

食
育
交
流
活
動
の
取
り
組
み
に
補
助

対
象
／
市
内
の
農
業
者
ま
た
は
農
業
者

グ
ル
ー
プ
▼
補
助
対
象
／
保
育
園
、
幼

稚
園
お
よ
び
小
中
学
校
で
の
農
業
体
験

や
調
理
実
習
な
ど
の
食
育
交
流
活
動
▼

補
助
金
額
／
１
件
当
た
り
２
万
５
千
円

以
内
（
上
限
２
件
ま
で
）
▼
申
し
込
み

／
【
一
次
締
め
切
り
】
４
月
15
日
㈮
ま

で
市
農
政
課
総
合
農
政
係
へ 

☎
２
６
‐

５
７
９
２
（
以
降
、
予
算
の
範
囲
内
で

随
時
受
け
付
け
）

手
づ
く
り
公
園
整
備
事
業

　

自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
公

園
づ
く
り
に
取
り
組
む
自
治
会
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。

対
象
／
地
域
の
公
園
に
植
栽
や
遊
具
な

ど
を
自
分
達
で
計
画
・
整
備
し
よ
う
と

す
る
自
治
会
な
ど
の
団
体
▼
支
援
内
容

／
技
術
指
導
費
、
機
械
な
ど
の
借
り
上

げ
費
、
材
料
な
ど
の
購
入
費
▼
申
し
込

み
／
４
月
20
日
㈬
〜
市
土
木
課
公
園
緑

地
係
へ 

☎
２
６
‐
５
７
４
５
（
先
着
順
、

予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
）

◆
日
頃
の
点
検
や
簡
単
な
手
直
し
な
ど
、

整
備
後
の
管
理
は
各
団
体
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

す
る
か
、
同
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

４
〜
５
月
は
山
火
事
予
防
運
動
期
間

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
山
火
事
は
一

人
一
人
の
心
掛
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
、
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
・
火
入
れ
を
し
な
い 

・
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

す
る
。
吸
い
殻
は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨

て
は
し
な
い

問
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課 

☎
０

２
３
５
‐
６
６
‐
５
５
２
７

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の

免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
は
、

免
状
交
付
の
日
か
ら
10
年
以
内
ご
と
に

写
真
の
書
き
換
え
が
必
要
で
す
。
ま
だ

書
き
換
え
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
形
県
支
部 

☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０

７
６
１

募
　
集

酒
田
駅
構
内
探
検
ツ
ア
ー
参
加
者

　

普
段
は
入
場
で
き
な
い
酒
田
駅
構
内

を
探
検
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

頃
▼
集
合
／
酒
田
駅
前
地
下
道
入
り
口

付
近
▼
対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員
／
先
着
50
人

▼
持
ち
物
／
雨
具
、
飲
み
物
、
探
検
に

適
し
た
歩
き
や
す
い
服
装
▼
費
用
／
無

料
▼
申
し
込
み
／
４
月
４
日
㈪
〜
12
日

㈫
に
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ

ン
タ
ー
へ 

☎
２
６
‐
５
８
２
１
（
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

　

図
書
館
で
提
供
す
る
雑
誌
の
購
入
代

金
を
負
担
し
、
購
入
し
た
雑
誌
の
最
新

号
カ
バ
ー
に
広
告
を
掲
載
す
る
制
度
で
す
。

対
象
／
企
業
、
商
店
、
団
体
▼
費
用
／

選
定
し
た
雑
誌
の
代
金
（
原
則
１
年
間

分
）
▼
申
し
込
み
／
中
央
図
書
館
へ
直

接
ま
た
は
電
話 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
で
作
っ
て
マ
ス
タ
ー
す
る

男
性
の
基
礎
料
理
講
座
受
講
生

日
時
／
５
月
11
日
㈬
、
25
日
㈬
、
６
月

15
日
㈬
、
29
日
㈬
、
７
月
13
日
㈬
、
27

日
㈬
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
全
６
回
）
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
本
市
在
住
で
料
理

初
心
者
の
男
性
▼
定
員
／
20
人
程
度
▼

内
容
／
健
康
づ
く
り
や
基
礎
調
理
の
講

話
と
調
理
実
習
お
よ
び
試
食
▼
持
ち
物
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基
博
氏
ほ
か
▼
費
用
／
年
会
費
５
千
円
、

月
会
費
１
千
円
、
制
服
代
別
途
▼
申
し

込
み
／
５
月
７
日
㈯
ま
で
年
会
費
を
添

え
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
か
ざ
み
ど
り
」会
員

　

部
活
動
を
し
て
い
る
方
も
参
加
で
き

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

方
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時
／
随
時
▼
場
所
／
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
▼
対
象
／
本
市
在
住
ま

た
は
本
市
に
通
学
し
て
い
る
高
校
生
▼

内
容
／
市
事
業
へ
の
協
力
、
募
金
活
動
、

独
自
活
動
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し

込
み
／
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

さ
し
こ
教
室
受
講
生

【
①
初
級
】
対
象
／
初
心
者
▼
定
員
／

先
着
20
人

【
②
中
級
・
上
級
】
対
象
／
初
級
ま
た

は
中
級
修
了
者
▼
定
員
／
先
着
15
人

【
①
②
共
通
】
日
時
／
５
月
25
日
〜
９

月
28
日
の
毎
月
第
２
、第
４
水
曜
日（
８

月
10
日
を
除
く
）
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
（
全
８
回
）
▼
場
所
／
平
田
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
／
平
田

さ
し
こ
の
会
▼
費
用
／
無
料
（
材
料
は

各
自
準
備
）
▼
申
し
込
み
／
４
月
11
日

㈪
〜
電
話
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
ド
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
▼
費
用
／
１
千
５
０
０

円
（
材
料
費
、
保
険
料
な
ど
）
▼
申
し

込
み
／
４
月
４
日
㈪
〜
15
日
㈮
の
平
日

に
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎
２
４
‐
５
７

３
３酒

田
緑
の
少
年
団
団
員

　

山
で
の
遊
び
や
夏
の
合
宿
な
ど
、
緑

と
ふ
れ
あ
い
親
し
み
な
が
ら
、
緑
を
大

切
に
す
る
心
を
育
て
ま
す
。

活
動
日
時
／
年
６
回
程
度（
主
に
土
曜
・

日
曜
日
）
▼
対
象
／
小
学
４
年
生
〜
中

学
３
年
生
▼
内
容
／
森
林
教
室
、
野
外

活
動
、
宿
泊
体
験
な
ど
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
４
月
22
日
㈮
ま
で
市
農

林
水
産
課
水
産
林
務
係 

☎
２
６
‐
５
７

５
３
ま
た
は
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
１

◆
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
は
同
課
水
産

林
務
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

酒
田
マ
リ
ー
ン
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
団
員

　

昭
和
26
年
に
誕
生
し
た
合
唱
団
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら
歌
っ
て
友
達
の
輪
を
広

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
練
習
見
学
可
。

活
動
日
時
／
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
本
市
在
住
の
小
学
１
年

生
〜
中
学
３
年
生
▼
内
容
／
合
唱
練
習
、

定
期
演
奏
会
、
県
少
年
少
女
合
唱
祭
参

加
な
ど
▼
講
師
／
関
矢
順
氏
、
関
矢

課
へ 

☎
５
２
‐
３
９
１
０

旧
阿
部
家「
春
の
会
」参
加
者

日
時
／
４
月
29
日
㈷
午
後
２
時
〜
▼
場

所
／
旧
阿
部
家
（
山
元
）
▼
対
象
／
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
／
先
着
30

人
▼
内
容
／
よ
も
ぎ
団
子
作
り
、
ひ
な

流
し
▼
費
用
／
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
／
４
月
24
日
㈰
ま
で
旧
阿

部
家
へ 

☎
５
４
‐
２
７
７
６

松
山
ま
つ
り
武
者
行
列「
体
験
武
者
」

　

総
勢
約
１
０
０
人
の
鎧
武
者
が
練
り

歩
く
松
山
ま
つ
り
「
武
者
行
列
」
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
５
月
１
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
４
時
頃
▼
集
合
／
松
山
体
育
館
▼

定
員
／
先
着
10
人
▼
申
し
込
み
／
４
月

６
日
㈬
〜
松
山
総
合
支
所
建
設
産
業
課

内
、
松
山
地
域
観
光
物
産
事
業
実
行
委

員
会
へ 

☎
６
２
‐
２
６
１
１

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
員
養
成
研
修
会
参
加
者

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
実
技
指
導

に
携
わ
り
、
海
事
思
想
な
ど
の
普
及
に

努
め
る
指
導
者
を
育
成
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
10
日
㈫
午
後
６
時
30
分
〜

（
開
講
式
）、
以
後
６
月
12
日
㈰
ま
で
▼

場
所
／
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
ヨ
ッ
ト
カ
ヌ
ー
場
▼
対
象
／
カ

ヌ
ー
な
ど
の
指
導
に
興
味
の
あ
る
13
歳

以
上
の
方
▼
定
員
／
５
人
程
度
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
４
月
20
日
㈬
ま

で
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ 

☎

５
２
‐
３
２
８
４

◆
日
程
な
ど
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
シ
ア
タ
ー
Ｏオ
Ｚズ

機
器
操
作
講
習
会
受
講
者

日
時
／
４
月
19
日
㈫
〜
21
日
㈭
午
後
７

時
〜
９
時
（
３
日
間
）
▼
場
所
／
ひ
ら

た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
シ
ア

タ
ー
Ｏ
Ｚ
の
音
響
照
明
機
器
を
今
後
利

用
す
る
予
定
で
全
日
受
講
で
き
る
方
▼

定
員
／
先
着
20
人
（
更
新
者
含
む
）
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
４
月
13
日

㈬
ま
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課
健

康
福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐
３
９
１
１

お詫びと訂正

　本紙3月16日号折り込みの「私たちの会に
入りませんか サークル会員募集」に誤りが
ありましたので、訂正してお詫びします。
【訂正項目】5㌻「福祉・芸術文化・教育関係」
内、ＮＰＯ法人日本ヒマラヤン・アドベン
チャー・トラスト山形支部の連絡先
【正しい連絡先】☎・624‐5878
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㈯
午
前
10
時
〜
正
午（
要
事
前
申
し
込

み
））▼
定
員
／
④
の
み
先
着
15
人
▼
費

用
／
①
〜
③
無
料 

④
５
０
０
円
▼
申

し
込
み
／
①
〜
③
当
日
会
場
へ 

④
４

月
６
日
㈬
〜
松
山
総
合
支
所
建
設
産
業

課
内
、松
山
地
域
観
光
物
産
事
業
実
行

委
員
会
へ 

☎
６
２
‐
２
６
１
１

展
　
示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１‐０
０
９
５

会
期
中
無
休

◆
宮
竹
眞
澄
・
心
の
ふ
る
里
人
形
展﹇
４

月
17
日
㈰
ま
で
﹈

◆
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
展
﹇
４
月

23
日
㈯
〜
６
月
12
日
㈰
﹈（
裏
表
紙
参
照
）

【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

◆
ア
ト
リ
絵
の
会
作
品
展
﹇
４
月
11
日

㈪
午
後
１
時
〜
17
日
㈰
午
後
３
時
﹈

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１‐０
０
２
８

４
月
11
日
㈪
、
12
日
㈫
休
館

◆
古
寺
巡
礼
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム 
◆
勅
使

河
原
蒼
風
の
花 

◆
第
22
回
酒
田
市
土

門
拳
文
化
賞
受
賞
作
品
展 

芦
田
英
次

「『
野
生
魂
』
最
後
の
記
録
」﹇
４
月
10

日
㈰
ま
で
﹈

◆
ロ
ー
マ
展
同
時
開
催 

土
門
拳 

日
本

リ
ア
リ
ズ
ム
の
巨
匠
﹇
４
月
13
日
㈬
〜

７
月
10
日
㈰
﹈（
裏
表
紙
参
照
）

松
山
文
化
伝
承
館

☎
６
２‐２
６
３
２

月
曜
日(

祝
日
の
場
合
は
翌
日)

休
館

◆
ま
つ
や
ま
の
お
雛ひ

な

様

─

酒
田
雛
街
道

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
５
月
９
日
㈪
午
後
７
時
〜
９
時
、

10
日
㈫
午
前
９
時
〜
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
講
習
会
開

催
日
の
前
日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支

所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５

２
‐
３
９
１
１

催
　
し

花
の
城
下
町「
ま
つ
や
ま
」探
訪

　

県
内
唯
一
の
城
郭
建
築
で
あ
る
大
手

門
の
一
般
開
放
や
城
下
町
歩
き
な
ど
、

春
の
松
山
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
16
日
㈯
、17
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
▼
場
所
／
松
山
歴
史
公

園
▼
内
容
／
①
松
山
城
大
手
門
２
階
か

ら
の
桜
の
鑑
賞 

②
鎧
の
着
付
け
体
験 

③
茶
室「
翠
松
庵
」で
の
呈
茶 

④
城
下

町
歩
き「
ぶ
ら
り
古
地
図
探
訪
」（
16
日

─

﹇
４
月
10
日
㈰
ま
で
﹈

◆
珠
玉
の
館
蔵
品
展
﹇
４
月
19
日
㈫
〜

５
月
22
日
㈰
﹈

【
常
設
】
松
山
の
歴
史
と
文
化 

郷
土
の

偉
人
コ
ー
ナ
ー

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

☎
２
２‐０
５
５
１

月
曜
日
・
祝
日
休
館

◆
光
丘
文
庫
卒
寿
の
歴
史
を
刻
ん
で

﹇
４
月
12
日
㈫
〜
６
月
30
日
㈭
﹈

◆
日
和
山
公
園
の
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
５
２‐３
９
１
１

◆
「
水
墨
画
展
」
北
墨
会
﹇
４
月
30
日

㈯
ま
で
﹈

酒
田
市
立
資
料
館

☎
２
４‐６
５
４
４

会
期
中
無
休

◆
雛
と
酒
田
の
美
酒﹇
４
月
３
日
㈰
ま
で
﹈

◆
酒
田
ま
つ
り
の
山
鉾
と
画
人
・
文
人

の
掛
軸﹇
４
月
８
日
㈮
〜
６
月
６
日
㈪
﹈ 

本
間
美
術
館

☎
２
４‐４
３
１
１

●
美
術
展
覧
会
場

◆
雛
祭
古
典
人
形
展﹇
４
月
４
日
㈪
ま
で
﹈

◆
円
山
応
挙
と
京
都
画
壇
﹇
４
月
10
日

㈰
〜
５
月
10
日
㈫
﹈

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】
日
時
／
４
月

17
日
㈰
午
後
２
時
〜

●
清
遠
閣
会
場

◆
前
期
収
蔵
品
展
① 

武
家
文
書
を
中

心
に
﹇
４
月
９
日
㈯
〜
７
月
４
日
㈪
﹈ 

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２‐３
５
６
２

◆
本
間
家
の
お
ひ
な
さ
ま
﹇
４
月
初
旬

ま
で
﹈

◆
端
午
の
節
句
と
刀
装
具
﹇
４
月
初
旬

〜
６
月
初
旬
﹈

旧
鐙
屋

☎
２
２‐５
０
０
１

◆
庄
内
ひ
な
街
道
特
別
展「
土
人
形
展
」

﹇
４
月
３
日
㈰
ま
で
﹈

◆
酒
田
ま
つ
り
の
し
つ
ら
い
展
﹇
４
月

27
日
㈬
〜
５
月
22
日
㈰
﹈

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３‐１
９
１
１

水
曜
日
休
館 

◆
写
心
会
「H

ハ
ー
フ

alf t

ト
ー
ン

one

」
写
真
展
﹇
４

月
11
日
㈪
ま
で
﹈

◆
赤
川
（
水
系
）
と
生
き
も
の
た
ち
展

﹇
４
月
14
日
㈭
〜
25
日
㈪
﹈

◆
ブ
ナ
の
声
２
０
１
６ 

斎
藤
政
広
写

真
展
﹇
４
月
28
日
㈭
〜
５
月
10
日
㈫
﹈

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

☎
２
２‐１
２
２
３

◆
湊み

な
と

酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
﹇
４

月
３
日
㈰
ま
で
﹈

◆
酒
田
伝
統
工
芸
「
匠
の
技
展
」﹇
４

月
23
日
㈯
〜
﹈

【
常
設
】
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」、
酒
田
の
歴
史
文
化
展
（
入
場

無
料
）

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２‐０
１
４
６

◆
湊
町
酒
田
の
傘
福﹇
５
月
21
日
㈯
ま
で
﹈
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対
応
し
て
い
ま
す
。

問
市
学
校
教
育
課
指
導
係 

☎
２
６
‐
５

７
７
５

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
４
月
18
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
本
市
在
住
の
方
と
そ
の
家
族
で
、

専
門
医
に
通
院
し
て
お
ら
ず
、
眠
れ
な

い
、
気
分
が
ふ
さ
ぐ
、
人
と
会
い
た
く

な
い
な
ど
で
お
悩
み
の
方
▼
定
員
／
先

着
２
人
▼
相
談
員
／
精
神
保
健
福
祉
士

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
４
月
15

日
㈮
ま
で
市
健
康
課
へ 

☎
２
４
‐
５
７

３
３無

料
登
記・境
界
問
題
相
談

日
時
／
4
月
19
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
内
容
／

土
地
の
売
買
・
相
続
・
表
示
の
登
記
、

土
地
境
界
問
題
な
ど
▼
相
談
員
／
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
▼
申
し
込
み

／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
酒
田
支

部
、
渡
部 

☎
３
５
‐
８
０
１
７

無
料
法
律
相
談

日
時
／
４
月
26
日
㈫
午
後
５
時
〜
８
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
、

三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住
の
方

お
よ
び
本
市
に
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定

員
／
先
着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 

相
馬
樓

☎
２
１‐２
３
１
０

期
間
中
無
休

◆
酒
田
の
お
ひ
な
さ
ま
﹇
４
月
３
日
㈰

ま
で
﹈

【
常
設
】竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛

清
亀
園

☎
２
３‐０
３
８
８

会
期
中
無
休

◆
第
４
回
酒
田
の
古
傘
福
と
古
典
雛

﹇
４
月
３
日
㈰
ま
で
﹈

あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

☎
０
９
０‐２
８
４
６‐
６
８
４
６

４
月
５
日
㈫
ま
で
無
休
、
４
月
22
日
㈮

か
ら
金
曜
〜
日
曜
日
開
館

◆
雛
街
道

─

秀
作
古
典
雛
・
古
傘
福
・

庄
内
押
絵
展
示
﹇
４
月
５
日
㈫
ま
で
﹈

◆
男
子
の
お
祝
い

─

晴
着
・
武
者
人
形
・

武
具
甲
冑
展
﹇
４
月
22
日
㈮
〜
５
月
22

日
㈰
﹈

相
　
談

教
育
相
談
室（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

の
相
談
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
土
曜
日
の
相
談
時
間
を
短

縮
し
ま
す
。

相
談
時
間
／
【
月
曜
〜
金
曜
日
】
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
６
時 

【
土
曜
日
】
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
▼
相
談

電
話
番
号
／
7
０
１
２
０
‐
７
８
‐
３
０
４
２

◆
電
話
相
談
、
来
室
相
談
ど
ち
ら
に
も

る
相
談
（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込

時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
）
▼
相
談
員
／
藤
井
正
寿
弁
護
士
▼

申
し
込
み
／
４
月
７
日
㈭
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２

６
‐
５
７
２
６

勤
労
者
無
料
法
律
相
談

日
時
／
４
月
22
日
㈮
午
後
３
時
〜
７

時
▼
場
所
／
東
北
労
働
金
庫
酒
田
支

店
（
千
石
町
一
丁
目
）
▼
対
象
／
酒
田
、

飽
海
地
域
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
▼
定

員
／
先
着
８
人
▼
相
談
／
東
海
林
正
樹

氏
▼
申
し
込
み
／
４
月
４
日
㈪
〜
21
日

㈭
に
東
北
労
働
金
庫
酒
田
支
店
へ 

☎

２
２
‐
０
３
２
１

こ
ど
も
発
達
相
談
す
て
っ
ぷ

　

子
ど
も
の
発
達
支
援
に
つ
い
て
、
親

子
で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、
興
味
や
楽

し
み
が
広
が
る
よ
う
に
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談
方
法
／
来
所
、
電
話
相
談
（
１
時

間
程
度
、
日
時
は
応
相
談
）

【
遊
び
の
ひ
ろ
ば
】
日
時
／
毎
月
第
３

日
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

問
山
形
県
立
鳥
海
学
園
こ
ど
も
発
達
相

談
担
当 

☎
７
５
‐
３
３
３
４ 

6
７
５
‐

３
８
７
２

季節を知らせる花
日本人なら知っておきたい樹木と野草248

黄砂にいどむ
緑の高原をめざして なかないで なかないで

金田初代／文　金田洋一郎／写真
講談社 高橋秀雄／作　新日本出版社 あまんきみこ／作　黒井健／絵

ひさかたチャイルド

昔から日本人が身近に親
しんできた248の花(樹木
125+野草123)を、353点の
カラー写真で紹介。花名
の由来や日本人とのかか
わりをわかりやすく解説
する。花が登場する文学
作品や代表的な俳句も掲
載。

中国北西部の黄土高原は
砂漠化がすすみ、日本に
まで飛来する黄砂を発生
させていた。土地の保水
力を高めるため、日中共
同プロジェクトの粘り強
い試みが始まる。黄土高
原の緑化にいどむ日本の
研究者たちの姿を描く。

えっちゃんが子猫のミュウ
とよもぎ野原で遊んでい
ると、ちょうちょが飛んで
きました。ちょうちょを捕
まえたえっちゃんのまわり
に、どこからか仲間のちょ
うちょが集まってきて…。
幼い心に伝えたい、美しい
ファンタジー絵本。　ⓒTRC

一般図書 児童絵本中高生向け

問中央図書館  ☎24‐2996図書館 ◆図書館の本は、インターネットでも検索できます。
　ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/新 刊 紹 介
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こもれび 障がい者・生活困窮者就職発表会

日時／4月16日㈯午後1時30分～4時30分 ▼場所／富
士見学区コミュニティ防災センター ▼費用／100円

（資料代） ▼申し込み／多機能福祉施設こもれびへ 
☎28‐8255 626‐6672
◆詳しくはホームページ（http://sakata.roukyou.
gr.jp/）を参照してください。

青年海外協力隊等ボランティア募集説明会

日時／4月16日㈯午前10時～正午 ▼場所／霞城セン
トラル（山形市） ▼対象／20歳～69歳の方
◆詳しくはＪ

ジ ャ イ カ

ＩＣＡ東北ボランティアホームページ
（http://www.jica.go.jp/tohoku/index.html）を参
照してください。
問ＪＩＣＡ東北ボランティア担当 ☎022‐223‐4772

第6師団創立54周年・神町駐屯地創立60周年記念行事

日時／4月17日㈰午前8時～午後2時 ▼場所／神町駐
屯地（東根市） ▼内容／駐屯地一般開放、観閲行進、戦
闘訓練展示、体験搭乗など
問陸上自衛隊第6師団司令部広報室 ☎0237‐48‐1151

（内線5374） または「第6師団」で検索

カラテ無料体験会

日時／4月19日㈫①午後6時～7時 ②午後7時20分～8
時30分 ▼場所／市親子スポーツ会館 ▼対象／①小学
2年～6年生 ②中学生以上 ▼持ち物／動きやすい服
装（体験は裸足で行います） ▼費用／無料 ▼申し込み
／（一社）極真会館田畑道場へ ☎023‐625‐0900

絆盆栽を愛する会 定例勉強会

日時／4月23日㈯、9月24日㈯午後2時～4時 ▼場所／
交流ひろば ▼対象／どなたでも ▼定員／先着10人 ▼

内容／一人暮らしの高齢者の方々に提供する絆盆栽
作りを楽しむ ▼費用／無料（盆栽を持ち帰る場合は
1,000円（材料代）） ▼申し込み／開催日の1週間前ま
でに阿部 ☎090‐4040‐9159

第36回全国豊かな海づくり大会─やまがた─記念行事
酒田吹奏楽団第44回定期演奏会

日時／4月24日㈰午後2時～（1時15分開場） ▼場所／
希望ホール ▼費用／大人800円、学生300円（当日各
100円増）
問岡部 ☎090‐7056‐6575

雨具、昼食、飲み物、ロウソク2本、賽
さい

銭など ▼費用／
500円（薬師如来同行認証兼御守発行代） ▼申し込み
／胎蔵ロマン会、岩間 ☎54‐2766

3級販売士資格取得セミナー受講者募集

期日／5月10日～6月14日の火曜･木曜日午後6時40分
～8時40分（全11回。初回のみ6時開始） ▼場所／酒田
産業会館（中町二丁目） ▼内容／第78回3級リテール
マーケティング（販売士）検定試験合格に向けたセミ
ナー ▼講師／（一社）日本販売士協会登録講師、1級販
売士 齊藤伸一氏 ▼申し込み／4月21日㈭まで酒田商
工会議所総務企画課へ ☎22‐9311
◆費用など詳しくは酒田商工会議所ホームページ

（http://www.sakata-cci.or.jp/）を参照してください。

「すまいるＩＴ教室」4月生募集

場所／ひらたタウンセンター ▼内容／ワード・エク
セル、パソコンでホームページ作成（教室は随時見学
できます） ▼費用／4,000円（資料代） ▼申し込み／カ
フェすまいる、齋藤 ☎080‐3526‐6147

ひらたタウンセンターすまいるの催し

【すまいる名作映画鑑賞会】期日・内容／4月6日㈬・
「拝啓天皇陛下様」、13日㈬・「生きる」、20日㈬・「男は
つらいよ」、27日㈬・「風と共に去りぬ」（洋画） ▼時間
／午後1時30分～ ▼場所／ひらたタウンセンターＯ
Ｚ ▼費用／無料
【うたごえ喫茶】日時／4月11日㈪午後7時～ ▼費用／

400円
問すまいる ☎52‐3130

楯野川蔵祭り2016

日時／4月10日㈰午前9時～午後3時 ▼場所／楯の川
酒造株式会社（山楯） ▼内容／蔵見学、和酒バー、酒粕
詰め放題など ▼費用／無料
問楯の川酒造株式会社 ☎52‐2323

まちかど健康チェック

日時・場所／4月11日㈪午前10時～11時・チャレンジ
ショップふれっしゅ（中町二丁目）、27日㈬午後2時～
3時・かんぽの宿酒田（飯森山三丁目） ▼対象／どなた
でも ▼内容／血圧、体脂肪・内臓脂肪、血管年齢の測
定 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問本間病院友の会 ☎26‐6631
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ひろば情報
さかた

鳥海イヌワシみらい館猛禽
きん

類観察会
「里山の猛禽サシバ」参加者募集

日時／4月17日㈰午前8時30分～正午 ▼場所／市内 ▼

対象／どなたでも ▼定員／先着15人 ▼内容／里山
にやってくる猛禽類サシバの観察会 ▼講師／猛禽
類保護センター自然保護専門員 長船裕紀氏 ▼持ち
物／双眼鏡（貸出可）、マイカップ ▼費用／300円（保
険料など） ▼申し込み／4月14日㈭午後5時まで鳥海
イヌワシみらい館へ ☎64‐4681 Ｅメールmoukin@
raptor-c.com

新緑の十二滝・経ケ蔵ツアー参加者募集

日時／4月17日㈰午前9時～午後2時 ▼集合／ひらた
生涯学習センター ▼対象／小学3年生以上 ▼定員／
先着100人 ▼持ち物／昼食、飲み物、雨具など ▼費用
／一般1,000円、高校生以下無料 ▼申し込み／4月1日
㈮～8日㈮の平日午前9時～午後5時に東陽コミュニ
ティ振興会へ ☎・654‐2292

眺海の森「第1回森林教室」参加者募集

日時／4月29日㈷午前10時～午後3時 ▼場所／眺海の
森森林学習展示館（土渕） ▼定員／先着30人 ▼内容／
山野草観察の散策、苗木プレゼント、花器作り（木工
クラフト） ▼費用／1,000円（保険料、材料代、昼食代。
眺海の森さんさん入浴券または森の家そば割引券付
き） ▼申し込み／同館へ ☎62-3323
◆森林学習展示館は4月10日㈰～開館。

月山ビジターセンター・鳥海イヌワシみらい館共催
春を感じる「さえずり」観察会参加者募集

日時／4月30日㈯午前8時～正午 ▼集合／大山公園駐
車場（鶴岡市） ▼対象／どなたでも ▼内容／春を感じ
る鳥たちの甘い恋のささやきに聞き耳を立てながら、
ゆっくり新緑の中を散策 ▼講師／ネイチャーカメラ
マン 太田威氏 ▼持ち物／双眼鏡（貸出可）、行動食、飲
み物 ▼費用／大人100円（保険料）、中学生以下無料 ▼

申し込み／4月27日㈬午後5時まで鳥海イヌワシみら
い館へ ☎64‐4681 Ｅメールmoukin@raptor-c.com

胎蔵山春祭り登山参加者募集

日時／5月3日㈷午前7時～午後3時（雨天決行） ▼集合
／元田沢薬師神社本殿（田沢） ▼対象／小学4年生以
上（小学3年生以下は保護者同伴） ▼内容／薬師如来
座像を交代で背負いながら頂上まで登る ▼持ち物／

県営住宅入居者募集

資格／現に同居または同居しようとする親族がいて
公営住宅法に適合する方 ▼家賃／所得に応じて ▼入
居時期／6月上旬 ▼申し込み／4月4日㈪～8日㈮午前
10時～午後5時に県営住宅指定管理者西王不動産（庄
内総合支庁内）へ ☎0235‐66‐3210

東北エプソン構内の桜並木を一般公開します

　今年も同社構内の桜並木を一般公開します。
期間／4月14日㈭～20日㈬（16日㈯を除く）午前10時
～午後3時 ▼場所／東北エプソン株式会社（十里塚）
問同社事業管理グループ ☎31‐3131

平成29年歌会始のお題および詠進歌の詠進要領

　宮内庁より、平成29年歌会始のお題および詠進歌
の詠進要領が発表され、お題は「野」と定められまし
た。詳しくは宮内庁 ☎03‐3213‐1111（内線3393、3394）
へ問い合わせるか、同庁ホームページ（http://www.
kunaicho.go.jp）を参照してください。

スポーツ安全保険

対象／4人以上の団体・グループ ▼対象となる事故／
団体活動中の事故、往復中の事故 ▼掛け金／1人800
円～11,000円（年額、加入区分により異なる） ▼申し
込み／（公財）スポーツ安全協会山形県支部へ
◆ 詳 し く は 同 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.
sportsanzen.org）を参照するか、同協会山形県支部 
☎023‐642‐8321へ問い合わせてください。

第31回みなと酒田トライアスロンおしんレース
参加選手・大会ボランティア募集

日時／6月12日㈰午前8時30分～（アクアスロンは11
日㈯） ▼場所／酒田北港周辺 ▼定員／エイジ600人、
リレー50組 ▼申し込み／4月30日㈯まで
◆申し込み方法など詳しくは大会ホームページ（http://
www.oshin-triathlon.com）を参照してください。
問同レース事務局、加藤 ☎090‐7932‐6887 624‐2132

アパート名 所在地 募集戸数 募集区分
川南1号 若宮町二丁目 4 一般用
川南2号 若宮町二丁目 1 一般用
川南3号 若宮町二丁目 1 一般用
川南3号 若宮町二丁目 1 一般用・単身可
こがね1号 こがね町一丁目 1 一般用
こがね2号 こがね町一丁目 1 一般用
東泉3号 東泉町四丁目 1 一般用
鳥海2号 富士見町三丁目 1 一般用
新橋 新橋五丁目 1 一般用



20

大
学
教
授
か
ら
副
市
長
へ

　
「『
市
民
が
参
加
で
き
る
市
政
の
実
現
』

と
い
う
丸
山
市
長
の
考
え
方
に
共
感
し
、

副
市
長
の
職
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」と
い
う
矢
口
副
市
長
。「
就
任

し
て
約
２
か
月
経
ち
ま
す
が
、あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

が
正
直
な
感
想
で
す
」と
い
う
言
葉
の

通
り
、さ
ま
ざ
ま
な
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
酒
田
に
住
ん
で
15
年
経
ち
ま
す
が
、

副
市
長
に
な
っ
た
こ
と
で
初
め
て
出
会

え
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。こ
う
し
た
出

会
い
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」と
笑
顔

を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
「
ず
っ
と
副
市
長
室
に
い
る
と
職
員
の

顔
が
見
え
な
い
ん
で
す
」と
い
う
矢
口

副
市
長
は
職
員
と
交
流
す
る
た
め
、昼

休
み
に
ラ
ン

チ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
提

案
。「
普
段
な

か
な
か
話
せ

な
い
職
員
の

話
が
聞
け
て

東北公益文科大学

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117
すぐ食べてもおいしいですが、少しおいて
味を馴

な

染
じ

ませるとさらにおいしくなります。

旬の食材を使った料理を酒田市食生活改善推進員が紹介します

食生活改善推進員からの

ワンポイント

酒田 旬の 48

　私たち東北公益文科大学硬式野球部は、横田謙人監督
のもと南東北リーグ優勝、全国大会出場を目標に日々練
習に励んでいます。
　私が主将として一番意
識していることは、組織全
体に目を向けるということ
です。チームをまとめる立
場として、1人の選手や自
分のことだけにならない
よう、全体に気を配ってい
ます。慣れないことばかりで、最初は上手くいかず悔しい
思いもしましたが、副キャプテンや周りのサポートもあり、
少しずつ全体をまとめられるようになりました。
　主将という貴重な経験を通し、リーダーシップや視野
の広さを身につけることができました。野球部として結
果を出すのはもちろんですが、社会人としても結果を出
せるように、これからも努力していきたいと思います。

主将を経験して
石黒 大樹（4年）
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【材料】（4人分）
アスパラガス‥‥100㌘（1束）
キュウリ‥‥‥‥100㌘（1本）
ニンジン‥‥‥70㌘（1／2本）

　　酢‥‥‥‥‥‥ 大さじ1
Ａ　しょうゆ‥‥‥ 大さじ1
　　サラダ油‥‥‥ 小さじ2
かつお節‥‥‥‥‥‥‥ 2㌘

ƒ
˙

©
˙

∆

さかたの か
ぜ

今月の人 矢口 明子さん（中町三丁目）
酒田市副市長

Yaguchi Akiko

と
て
も
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」と
振

り
返
り
ま
す
。初
回
は
女
性
職
員
を
対
象

に
開
催
し
た
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
が
、

今
後
は
男
性
職
員
や
市
役
所
本
庁
舎
以
外

の
職
場
で
も
行
い
た
い
そ
う
で
す
。

　
「
就
任
直
後
は
い
ろ
い
ろ
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、職
員
が
全
力
で
支
え
て
く
れ
ま

す
。と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」

新
年
度
に
向
け
て

　

昨
年
の
市
議
会
12
月
定
例
会
で
議
会
の

同
意
を
得
ま
し
た
が
、東
北
公
益
文
科
大

学
で
行
政
学
の
講
義
な
ど
も
あ
り
、副
市

長
に
就
任
し
た
の
は
２
月
か
ら
。

　
「
す
ぐ
に
３
月
議
会
が
あ
り
、ち
ょ
う
ど

い
い
時
期
で
し
た
。本
会
議
で
市
の
政
策

の
答
弁
を
す
る
こ
と
で
、理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
年
度
行
う
事
業

を
数
字
の
面
だ
け
で
は
な
く
、市
民
の
皆

さ
ん
に
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
ね
」と
こ
れ
か
ら
始
ま
る
１
年
に

向
け
て
思
い
を
語
り
ま
す
。

　
「
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
も
大
切

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
人
一
人

個
性
の
違
う
市
民
が
、自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
社
会
が
夢
な
の
で
、い
ろ
ん
な
声

を
ぜ
ひ
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。私
が
聞
い

た
皆
さ
ん
の
声
を
職
員
に
伝
え
て
い
き
ま

す
」と
市
民
が
参
加
し
、起
点
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
市
長
と
共
に
進
め
る
よ
う
と
す

る
矢
口
副
市
長
の
笑
顔
か
ら
、朗
ら
か
な

春
の
暖
か
い
風
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▲チーム一丸で再び頂点へ

アスパラガスの
和風サラダ

　グリーンアスパラガスには、疲労回
復に役立つといわれているアスパラギ
ン酸の他にも、β

ベータ

カロテン、ビタミン
B1、B2、葉酸などの栄養素が含まれ
ます。新鮮な地物が店頭に並ぶこの
時期にお試しください。

【作り方】
①アスパラガスは根元の部分を切り落とし、3センチ位の長さに切る。

茹でてから冷水で冷まし、水気を切る。
②ニンジンは3センチ位の長さの太めの千切りにする。茹でてから冷

水で冷まし、水気を切る。
③キュウリは縦半分に切り、斜めにスライスする。
④Ａを混ぜてドレッシングを作り、①～③の材料と和えて器に盛った

ら、かつお節をのせる。

▲傘福展示のオープニングイベントの様子



21 酒田市広報 ［私の街さかた 2016.4.1］

市内企業の優れた技術力や製品、
サービスを紹介します。 vol. 36

四
季
の
ア
イ
テ
ム
を
一
貫
生
産

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
有

名
ブ
ラ
ン
ド
の
新
作
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
当

社
で
は
、
そ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
レ

デ
ィ
ー
ス
製
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

洋
服
作
り
は
、
ま
ず
１
枚
の
サ
ン
プ
ル

を
作
っ
た
後
、
袖
や
体
部
分
、
襟
な
ど
の

型
紙
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
次

に
型
紙
に
合
わ
せ
て
生
地
を
裁
断
し
、
シ

ル
エ
ッ
ト
の
維
持
や
補
強
の
た
め
の
芯
地

を
貼
り
各
パ
ー
ツ
を
縫
い
合
わ
せ
ま
す
。

洋
服
の
形
に
な
っ
た
ら
ボ
タ
ン
な
ど
を
取

り
付
け
、
仕
上
げ
の
ア
イ
ロ
ン
を
掛
け
て

完
成
で
す
。
そ
の
後
破
損
な
ど
が
な
い
か

人
の
目
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
百
貨
店

や
専
門
店
へ
納
品
し
ま
す
。

人
の
手
に
よ
る
繊
細
な
作
業

　

当
社
は
社
員
の
９
割
以
上
が
女
性
で
す
。

私
が
所
属
す
る
ラ
イ
ン
で
は
、
コ
ー
ト
や

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
の
組
み

立
て
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
素
材
の
厚
さ

や
硬
さ
に
よ
っ
て
何
台
か
の
ミ
シ
ン
を
使

い
分
け
、
細
か
く
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
地
が
薄
い
も
の
は
傷
が
付
き
や
す
い
た

め
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
し
、
立
体
的

に
縫
製
す
る
肩
の
部
分
な
ど
は
、
繊
細
な

技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

製
品
を
作
り
な
が
ら
、
最
先
端
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

今月は 株式会社 アーバンルック

本社工場

縫製工程

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
袖
付
け
を
し
て
い

ま
す
。身
頃（
胴
体
部
分
）と
袖
を
合

わ
せ
、立
体
的
に
縫
製
し
て
い
き
ま

す
。

操業風景

工
場
の
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
で
す
。音
楽

が
流
れ
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
作
業
で

き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【企業の概要】
沿　　革  昭和61年東両羽町にて創業、昭和62年現商

号となる、同年現地に移転。平成3年子会社
㈱アーバンデリバリー設立。

商　　号　株式会社アーバンルック
資 本 金　4,000万円
住　　所　酒田市東町一丁目18-3　☎26-0066
代 表 者　代表取締役社長 髙橋 英樹
従業員数　135人
事業内容　百貨店・専門店向けレディースファッショ

ンの製造
ホームページ http://www.urbanlook.co.jp/

最
新
ト
レ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
酒
田
で
作
っ
て
い
ま
す

縫製ライン一班　副班長
 松田 久美子さん

　
「
明
日
の
朝
は
一
人
で
起
き
れ
る
？

お
か
ず
作
っ
て
お
い
た
か
ら
ね
」「
コ

ン
ビ
ニ
と
外
食
だ
け
じ
ゃ
だ
め
よ
。

お
金
、
足
り
な
い
と
き
は
言
っ
て
ね
。

計
画
的
に
使
う
の
よ
。
連
絡
は
ま
め

に
頂
戴
。
掃
除
も
ま
め
に
、
洗
濯
物

は
た
め
な
い
で
…
お
母
さ
ん
は
、
そ

ば
に
い
な
い
ん
だ
か
ら
ね
」

　

甘
え
ん
坊
で
、
泣
き
虫
で
、
一
人

で
は
何
も
で
き
な
く
て
、
手
伝
え
ば

「
ゴ
メ
ー
ン
！
」と
ち
ゃ
っ
か
り
笑
っ

て
い
た
娘
。
夢
を
叶
え
る
た
め
に
選

ん
だ
都
会
で
の
暮
ら
し
。
新
生
活
が

心
配
で
母
親
も
一
緒
に
上
京
。
あ
れ

も
こ
れ
も
と
揃
え
た
生
活
用
品
。

　
「
戸
締
り
は
し
っ
か
り
し
て
よ
。
鍵

を
置
く
所
は
こ
こ
ね
」
そ
う
言
っ
た

次
の
瞬
間
、
目
に
涙
を
い
っ
ぱ
い
た

め
て
娘
は
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
い
い
か
げ
ん
に
し
て
！
も
う
、ほ
っ

と
い
て
！
」
口
う
る
さ
い
母
親
に
娘

が
背
を
向
け
た
。
悲
し
げ
だ
っ
た
。

　

18
歳
の
娘
の
巣
立
ち
…
。
こ
ん
な

形
で
離
れ
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の

に
…
。
酒
田
に
帰
る
電
車
の
時
間
が

近
づ
い
て
い
た
。「
そ
う
」
カ
チ
ン

と
き
た
母
親
は
娘
の
顔
も
見
ず
、
手

も
握
ら
ず
部
屋
を
出
て
泣
き
な
が
ら

帰
っ
て
き
た
ん
で
す
。

◆　

◆　

◆　

◆

　

酒
田
に
戻
り
、
私
の
前
で
母
親
は

泣
き
ま
し
た
。
離
れ
た
娘
を
思
い
な

が
ら
ハ
ラ
ハ
ラ
と
涙
を
流
し
、
子
離

れ
で
き
な
い
の
は
自
分
自
身
だ
っ
た

と
悟
り
ま
し
た
。
一
緒
に
い
る
間
に

一
人
で
も
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
あ
な
た
な
ら
大
丈
夫
。
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
！
」
咲
き
始
め
た
桜
を

一
緒
に
見
上
げ
、
言
っ
て
あ
げ
た

か
っ
た
…
と
母
親
は
呟
き
ま
し
た
。

我
が
子
を
信
じ
、
笑
顔
で
巣
立
ち
を

喜
べ
る
、
そ
ん
な
親
に
な
り
た
い
も

の
で
す
。

（
ご
安
心
く
だ
さ
い
。こ
の
親
子
、ち
ゃ

ん
と
仲
直
り
で
き
ま
し
た
か
ら
…
18

年
間
の
愛
情
は
伝
わ
っ
て
い
た
の
で

す
ね
）

酒
田
市
立
八
幡
病
院

助
産
師
・

思
春
期
保
健
相
談
士

後
藤 

敬
子  

先
生

伝
え
た
か
っ
た
想お

も

い
を
こ
こ
に
…

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
や
子
ど
も
を
思
う
親
た
ち
と
の

出
会
い
の
中
で
、
大
切
な
想
い
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
想
い
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
「
子
離
れ
」
で
す
。

大
切
な
人
へ

1



22

億
台
と
い
う
途
方
も
な
い
量
で
す
。

　

に
か
ほ
市
周
辺
に
行
く
と
、
ま
わ
り

に
小
さ
な
丘
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
丘
は
「
流
れ
山
」

と
い
っ
て
、
鳥
海
山
の
山
頂
に
あ
っ
た

溶
岩
が
粉
々
に
砕
け
た
も
の
が
中
に

入
っ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
が
俳
句
を
詠
ん

だ
こ
と
で
有
名
な
象
潟
の
島
々
も
「
流

れ
山
」
で
す
。

　

に
か
ほ
市
民
の
暮
ら
す
土
地
も
、
そ

の
美
し
い
風
景
も
、
そ
し
て
そ
の
素
晴

ら
し
い
自
然
環
境
も
、
鳥
海
山
が
つ

く
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

大
昔
の
こ
と
で
す
。
日
本
が
縄
文
時

代
か
ら
弥
生
時
代
に
移
り
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
紀
元
前
４
６
６
年
の
冬
、
鳥

海
山
は
突
然
大
き
く
崩
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
、
富
士
山
の
よ
う
な

と
が
っ
た
形
を
し
て
い
た
鳥
海
山
は
大

き
く
北
に
え
ぐ
れ
た
形
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
で
も
秋
田
県
側
か
ら
見

る
と
そ
の
え
ぐ
れ
た
地
形
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

崩
れ
た
土
砂
は
す
ぐ
に
流
れ
出
し
ま

し
た
。
す
べ
り
台
の
上
を
す
べ
り
落
ち

る
よ
う
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
、
そ
し
て
も

の
す
ご
い
速
さ
で
流
れ
落
ち
て
き
た
の

で
す
。
そ
の
土
砂
は
25
キ
ロ
㍍
離
れ

た
秋
田
県
に
か
ほ
市
の
沿
岸
部
ま
で
、

た
っ
た
の
５
分
で
や
っ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
新
幹
線
並
み
の
ス

ピ
ー
ド
で
す
ね
。
そ
の
土
砂
の
量
は
３

立
方
キ
ロ
㍍
。
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
６

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
「
現
在
契
約
し
て
い
る
大
手
電
話

会
社
の
サ
ー
ビ
ス
変
更
だ
と
思
っ

て
話
を
聞
い
た
ら
、
関
係
な
い
業

者
と
の
新
し
い
契
約
だ
っ
た
」「
手

続
き
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、
他

の
業
者
へ
の
乗
り
換
え
が
完
了
し

て
い
た
」「
安
く
な
る
と
言
わ
れ

て
契
約
し
た
が
、
知
ら
な
い
オ
プ

シ
ョ
ン
を
契
約
さ
せ
ら
れ
て
今
ま

で
よ
り
高
く
な
っ
た
」
な
ど
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

契
約
す
る
と
き
に
は
、
現
在
の

契
約
内
容
と
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の

卸
売
り
の
契
約
内
容
を
比
べ
て
検

討
し
、
慎
重
に
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

◆﹁
あ
ん
し
ん
消
費
生
活
﹂は
今
回
で
終
了
し
ま
す
︒

　

昨
年
２
月
か
ら
、
大
手
電
話

会
社
が
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
卸

売
り
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
卸
売
り
を
受
け
た
会

社
が
、
光
回
線
と
プ
ロ
バ
イ
ダ

や
携
帯
電
話
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
料
金
や
契
約
形
態
で

消
費
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
に
と
っ
て
は
契
約
先
の

選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
が
、
卸

売
り
を
受
け
た
事
業
者
の
説
明

不
足
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の

卸
売
り
の
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル

に
注
意
！

あ ん 消費生活 83し ん

●お問い合わせ／市消費生活センター ☎26‐5761
　　　　　　　　（市役所6階まちづくり推進課内）

「日本海と大地がつくる 水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク構想 リレーコラム 第●回16

秋田大学教育文化学部
（火山地質学専門）教授

林 信太郎氏

に
か
ほ
市
を
つ
く
っ
た
岩
な
だ
れ
の
お
話

▲鳥海山と九
く じ ゅ う く し ま

十九島

QRコード

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

　児童相談所や市相談窓口では、子育てに関する相談
をなんでも受け付けています。出産や子育てで気にな
ることがあったら、相談窓口にご連絡ください。

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆�全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相談所につながります。

26-5734
1
い ち は や く

89
市相談窓口
電話番号

児童相談所
全国共通
ダイヤル

【こころの相談窓口】
市健康課 ☎24‐5733
八幡総合支所地域振興課 ☎64‐3113
松山総合支所地域振興課 ☎62‐2611
平田総合支所地域振興課 ☎52‐3911
庄内総合支庁地域保健福祉課 ☎0235‐66‐4931
◆月曜～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
　（祝日・年末年始を除く）

眠れない…は
心のSOS 一人で悩まず

相談を

●
お
問
い
合
わ
せ

　

市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係 

☎
２
６‐５
７
５
９
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月の ひとりで悩まずにご相談ください。各種相談4

はんこたんな庄内広域広報

親子ふれあいサロンへどうぞ 【4月の予定】

期　日 時　間 内　容 対象・定員 申し込み

4／11㈪ 10:30～
12：00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定 就学前児童と

保護者
当日会場
へ

4／13㈬ 10:30～
11：00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

4／19㈫ 10：00～
12：30

「食育講座」
クッキング離乳食P

パ ー ト

art1
講師／管理栄養士 星川陽子氏

6か月～8か月
のお子さんと
保護者8組

4／5㈫
9：30～

4／25㈪～
4／28㈭

11：00～
11：20

「プレイランド」
こいのぼり作りウイーク

就学前児童と
保護者

当日会場
へ

4月の診療日は、
3日㈰、10日㈰、17日㈰、24日㈰、29日㈷です。 
※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。
夜間診療は3月27日で終了しました。休日夜間に診療が必要
なときは、日本海総合病院の救急外来を受診してください。

診療受付時間／午前8時30分～11時30分 、午後1時～4時30分（た
だし午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます） ▼場所／
市民健康センター別館 ▼電話／21-5225（診療日のみ） ▼平日の
問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

酒田市休日診療所 4月の
診療日

問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8：30～17：15
（12：00～13：00を除く）

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市消費生活セ
ンター ☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市消費生活セ
ンター ☎26-6266

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／8：30～16：30
（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財
務事務所1階理財課
[相 談 専 用 電 話]023-641-
5201

いのちの110番 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

12日㈫、26日㈫／
9:30～12:00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

11日㈪／9:00～12:00 ひらたタウンセンター
☎52-3910

人権相談（人権擁護
委員駐在日） 月・木曜日／9：00～16：00 山形地方法務局酒田支局

☎25-2221

行政相談

5日㈫、19日㈫／
13:30～15:00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

11日㈪／9:00～12:00 ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／9：00～16：00 交流ひろば1階
☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／9：00～16：00
山形県交通事故相談所庄内
支所（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談
もあります。☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9：30～18：00
土曜日／9：30～12：30

総合文化センター2階、教
育相談室 
70120-78-3042

青少年相談 月～金曜日／9：30～16：30 中町庁舎4階、市青少年指
導センター ☎24-2901

項　目 日　時 場所／問い合わせ

心配ごと相談 5日㈫、19日㈫／
9:00～12:00

酒 田 市 地 域 福 祉 セ ン タ ー
（新橋二丁目1-19） ☎23-5765

生活困窮者自立支援
相談

月～金曜日／8：30～17：15
（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさか
た（地域福祉センター内）
☎25-0350、624-6299、Ｅメール
jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談 月～土曜日／10：00～18：00

山形県若者就職支援セン
ター庄内プラザ（産業会館
1階） 70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館1階、市商工
港湾課 ☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐
在日）

原則金曜日／13：00～16：30 庄内総合支庁産業経済企
画課 ☎0235-66-5491

身体障がい者更生相談 第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン
ター ☎26-3715

精神保健福祉相談
4日㈪／13：30～15：30
(要予約)
◆次回5月19日㈭。

酒田農業技術普及課（若浜
コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日／8:30～17:15
(祝日除く)

庄内保健所子ども家庭支
援課（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 26日㈫／13:30～15:30
(要予約)

庄内保健所地域保健福祉課
相談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラミ
ジア感染症、Ｂ型肝
炎およびC型肝炎個
別相談・検査

［相談］月～金曜日／8：30～
17：15（祝日除く）

［検査］毎週火曜日／9：30～
12：00（要予約）（祝日除く）

庄内保健所保健企画課健康
相談室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

遊佐町

鳥海山おもしろ自然塾
「しいたけ植菌体験」と「そば打ち体験」
日時／4月17日㈰午前9時30分
～午後1時 ▼場所／しらい自然
館 ▼ 定員／先着20人 ▼ 費用／
3,500円（材料費、そば打ち体験
料など） ▼ 持ち物／軍手、タオ
ル、エプロンなど ▼申し込み／
4月12日㈫までしらい自然館内、
鳥海山おもしろ自然塾推進協
議会事務局へ ☎72-2069

三川町

第34回三川町
菜の花まつり

日時／5月5日㈷午前9時30分～
午後3時 ▼ 場所／いろり火の里
周辺 ▼内容／菜の花Ｄ

ダ ン ス

ＡＮＣＥ
フェスタ、菜の花娘写真撮影会、
菜の花むちゅめ大集合、山形物
産展＆ご当地キャラクター大集
合など ▼費用／無料（一部有料）
問三川町菜の花まつり実行委
員会事務局（三川町観光協会）
☎0235-66-4656

鶴岡市

鼠ケ関大漁旗
フェスティバル

日時／5月4日㈷午前9時～午後
2時30分 ▼場所／鼠ケ関港 ▼内
容／鮮魚販売（午前10時～）、鼠
ケ関辨

べ ん

天太鼓上演、漁船クルー
ジング（先着300人、乗船料500
円）、魚のつかみどり（対象／小
学生 ▼ 費用／無料）、エビ汁な
どの出店コーナーなど
問山形県漁協念珠関総括支所
☎0235-44-2100

庄内町

楯山公園桜まつり

日時／4月23日㈯、24日㈰午前
11時～午後4時 ▼場所／楯山公
園 ▼内容／鰊

にしん

・豚のあぶり焼き
の販売、売店、野音フェス（23日
午後3時～）、スタンプラリーな
ど ▼ 前売り券（1,000円）販売／
庄内町新産業創造館クラッセ、
庄内町商工会本所・立川支所、
庄内町役場立川庁舎
問庄内町観光協会 ☎42-2922
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本 紙 に 関 す る ご 意 見 、
ご 要 望 を お 寄 せ く だ さ い 。

酒田市市長公室
広報広聴係

TEL.0234-26-5706（直通） 
FAX.0234-26-3688
E-mail koho@city.sakata.lg.jp

［市の木］ケヤキ

［市の鳥］イヌワシ

［市の花］トビシマカンゾウ 八幡総合支所 〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
TEL.0234-64-3111（代表） FAX.0234-64-3110

酒 田 市 役 所 〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番45号
TEL.0234-22-5111（代表） FAX.0234-26-3688

松山総合支所 〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
TEL.0234-62-2611（代表） FAX.0234-62-2618

平田総合支所 〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
TEL.0234-52-3111（代表） FAX.0234-52-3116

No.126
「川から鬼が出てきたぞ！逃げろお〜!!」〜だいくとおにろくより〜

広
　
野

保
育
園

え
の
も
と
　
と
わ 

く
ん

酒
田

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://w

w
w

.city.sakata.lg.jp/
市

公
式

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
 http://w

w
w

.facebook.com
/sakatacity

問土門拳記念館  ☎31‐0028

問酒田市美術館  ☎31‐0095

時　間／午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
観覧料／一般1,000円、高校・大学生500円、中学生以下無料

　マリー・ローランサン（1883-1956年）は、20世紀初頭のパリ
において、ピカソやブラックなどの画家に影響を受けながらも、
独自の淡く美しい繊細な色彩で人々を魅了し、今もフランスのみ
ならず、世界中で愛され続けている女性画家のひとりです。また
詩人アポリネールとの恋愛や亡命生活など波瀾万丈の人生でも知
られています。
　本展では、マリー・ローランサン美術館が所蔵する優れたコレ
クションの中から、厳選したおよそ70点を展示し、ローランサン
の初期から晩年までの画業を一堂に紹介します。　

酒田市美術館特別展 ― 夢見る色彩の詩人 ―

マリー・ローランサン展

「三人の若い女」1953年頃 マリー・ローランサン美術館蔵

肉体に関する八章
第八章 誰がために心の窓を開きたる

Domon Ken 
Il Maestro del Realismo Giapponese

　2016年は日本とイタリアの国交開設から150年目に当たります。このたび国交150周
年事業の一環として、ローマ市のアラ・パチス博物館で土門拳写真展が開催されます。
「Domon Ken. Il Maestro del Realismo Giapponese（土門拳 日本リアリズムの
巨匠）」と題されたこの展覧会は、海外では初の本格的な土門拳展です。この期間に
合わせ、ローマ展での展示作品をベースに構成した展覧会を開催します。節目の年に、
土門のリアリズムの眼にあらためて触れてみてはいかがでしょうか。

土門拳記念館企画展示

― 土門拳 日本リアリズムの巨匠 ―
ローマ展同時開催

時　間／午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
休館日／4月11日㈪、12日㈫（展示替えのため）
入館料／一般430円、高校・大学生210円、中学生以下無料
◆20人以上団体割引有り。

江東のこども、箱根の森 彫刻と詩Ⅱ同時開催

4月13日㈬～7月10日㈰ 会期中無休

記念講演会
「パリの画家 マリー・ローランサン その芸術と生涯」
日時／4月23日㈯午後2時～ ▼ 定員／先着50人（要整
理券） ▼ 講師／マリー・ローランサン美術館事務局
長 吉澤公寿氏 ▼費用／無料（観覧料別途）
◆当日午前9時より整理券を受付にて配布します。

学芸員によるギャラリートーク
日時／5月7日㈯、8日㈰午後2時～ ▼費用／無料（観覧料別途）
作品解説員によるギャラリートーク
日時／5月14日㈯、15日㈰午後2時～ ▼費用／無料（観覧料別途）
美術講座「ローランサンとその時代に生きた芸術家たち」
日時／5月22日㈰午後2時～ ▼ 定員／先着15人 ▼ 講師／当館学
芸員 ▼費用／無料 ▼申し込み／5月1日㈰～電話で同館へ

関連企画

会期中無休4月23日㈯～6月12日㈰
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